
四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

vol.64

2011

2広報

無病息災
１月７日に行われた、正月の伝統行事「鬼火たき」の様子。写真は、
吾妻町の馬場・新城子ども会で行われたもの。数メートルの高さに
組まれたやぐらと一緒に、しめ縄や門松などの正月飾りを燃やし、
その火で焼いたお餅を食べて、今年１年の健康や無事を祈りました。



うんぜんクリック
観光情報 №４４

雲仙よかとこ大学温泉学部
～雲仙市内三湯めぐり～
市内にある温泉三湯をめぐり、それぞ

れの泉質の違いを学びます。
この機会に、温泉に対する理解を深め
てみませんか。

【日程】
○第１回
２月１７日（木）<小浜温泉>
○第２回
２月２1日（月）<瑞穂温泉>
○第３回
３月３日（木）<雲仙温泉>
※各回、バスで送迎します
【定員】
各回４０人（先着順に受付）
【参加費】
各回１，０００円（入浴料＋弁当代）
【メニュー】
健康散歩、温泉講座など
【申し込み・問い合わせ】
雲仙市観光協議会
☎０９５７-３８-３８３９

[問]　小浜温泉観光協会
☎0957-74-2672

連日、多くのお客さまで賑わって
いる、日本一長い足湯「ほっとふっ
と１０５」。オープンして１周年を迎え
ることを記念して、イベントを行いま
す。
当日は、「餅まき」のほか、湯棚
前に敷かれたレッドカーペットを使
って行われる「ペットファッションショ
ー」や、４５℃に設定した足湯に一
定時間足をつけ、どれだけ赤くなる
かを競う「レッドソックス度コンテス
ト」などが行われます。また、事前に
審査を行った「蒸し釜料理コンテ
スト」の入選作品の紹介と試食
（限定１０5食）も行われます。

観光物産まちづくり推進課（☎３８-３１１１）
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鬼火たきが行われる
との話を聞き、現場
へ。到着すると、すで
に、高いやぐらは燃え
落ち、鬼火も落ち着い
た様子。お餅を焼く炎
と同じ色の夕焼けが、
暗くなり始めた空を赤
く焦がしていました。

２月６日（日）/ほっとふっと１０５（小浜町）
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雲仙灯りの花ぼうろ２０１１
２月５日（土）～２６日（土）/雲仙温泉街

「餅つき」で大賑わい！
平成２２年１２月２５日と２６日の２日間、アンテナショップ「キ

トラス」店内や上川端通り商店街で、「餅つき」を行いました。
最近では、あまり見なくなった、臼と杵を使った「餅つき」を

見て、杵を手に参加する人や餅を丸めて手伝う人が続出。
博多っ子も大満足の２日間となりました。

○問い合わせ
雲仙灯りの花ぼうろ
実行委員会
（雲仙観光協会内）
☎０９５７-７３-２２３３

お山雲仙の冬の風物詩「花ぼうろ（霧氷）」をイメージし
たイルミネーションで、温泉街を彩ります。
期間中は、毎週土曜日（午後９時３０分～）に花火が上

がります。冬の夜空に咲く花火を、お楽しみください。

観櫻火宴２０１１　参加者募集
３月２６日（土）/千々石町橘公園周辺

○問い合わせ
観櫻火宴
実行委員会
☎０9０-1922-9459

日本一のたいまつ武者行列「観櫻火宴」が、今年も行わ
れます。稚児武者（今春小学校入学予定者）、元服武者
（今春中学校入学予定者）、武将（成人男性）、女武者（成
人女性）として参加する人を募集しています。
申し込みの締切は、３月１１日（金）で、応募者多数の場
合は、抽選となります。詳しくは、お問い合わせください。

小浜温泉灯りのフェスティバル
２月１１日（金・祝）～１３日（日）、
１９日（土）～２０日（日）
/ほっとふっと１０５～小浜南温泉街沿道
日本一長い足湯「ほっとふっと１０５」から長崎県のまち
づくり景観資産に登録された「おたっしゃん湯」までの沿道
を、イルミネーションでライトアップします。

緋寒桜の郷まつり
２月２５日（金）～３月６日（日）/神代小路

○問い合わせ
緋寒桜の郷まつり実行委員会（☎０９５７-７８-１０７９）

古来日本文化の息吹を感じる武家屋敷、家 を々つない
で流れる疎水…歴史を刻む、本物の文化遺産が存在する
神代小路で、今年も緋寒桜の郷まつりが開かれます。

クリスマスということで、サンタさんも参加！？

※天候などにより、中止になる場合があります。

○問い合わせ　小浜温泉観光協会（☎０９５７-７４-２６７２）
写真は、昨年小浜温泉を彩った光のトンネル
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平
成
23
年
雲
仙
市
成
人
式
が

1
月
4
日
、
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
こ
れ
ま
で

と
違
い
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で

成
人
式
を
迎
え
る
本
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に

は
、
受
付
係
と
し
て
高
校
生
2

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
平
成
2
年
、
3

年
に
生
ま
れ
た
新
成
人
5
2
1

人
が
出
席
。
奥
村
市
長
が
「
皆

さ
ん
が
生
ま
れ
た
年
は
、
雲
仙

普
賢
岳
が
1
9
8
年
の
眠
り
か

ら
目
覚
め
た
年
。
溶
岩
ド
ー
ム

も
皆
さ
ん
と
同
じ
年
で
す
。
今

皆
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
20
年
先
の
こ
と
を
思
い
描

い
て
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
努

力
す
る
限
り
、
皆
さ
ん
の
20
年

後
は
、
私
は
素
晴
ら
し
い
も
の

と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
代
表

に
成
人
証
書
を
授
与
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表

し
、4
人
が
「
二
十
歳
の
主
張
」

を
述
べ
、
式
典
は
終
了
。

　

式
典
終
了
後
は
、
各
地
区
に

分
か
れ
て
の
写
真
撮
影
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
、
晴
れ

着
の
鮮
や
か
さ

に
も
負
け
な

い
、
久
し
ぶ
り

の
旧
友
と
再
会

し
て
喜
ん
で
い

る
明
る
い
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

決
意
を
胸
に

平
成
23
年　

雲
仙
市
成
人
式

～二十歳の主張～
　皆さんお世話になった皆さんに
感謝の意を述べるとともに、今の
気持ちを主張しました。

町田直樹さん（千々石町）
　社会に出て、悩みながらも前
に進むことの幸せを感じていま
す。何事もやってみることが大
事。勇気を持ち、一歩を踏み出
し、恐れずに進むことで、可能
性を見出し、新たな自分へと踏
み込むことができると信じてい
ます。

志方翔太さん（南串山町）
　社会人になった今、世の中の
厳しさ、仕事のつらさや大変さ
が分かってきました。今までは、
未成年ということで許されたこ
とも、今日からは全て自分自身
で責任を負う立場となったこと
を感じています。

ディアン ノーグロホウィチさん
（インドネシア研修生）
　インドネシアから日本に来て2年。漁業
の仕事や日本語の勉強をしています。つ
らいこともあるけど、「日本に行ったら何
でも我慢してがんばってくるからね」と
家族に言ってきたことを思い出して、が
んばっています。祖国に帰ったら、日本
で学んだことを生かして、親孝行できる
よう、残り1年間、一生懸命がんばります。

竹田春菜さん（瑞穂町）
　正看護師を目指しています。実習を通
し、看護とは、患者さんの生きてきた過
程や時代、人生への思い、現在の生活へ
の思いを知り、ありのままを受け止め、
望んでいる『自分らしく生きること』を
支えていくことであると学びました。患
者さんに寄り添い、支えとなることので
きる看護師になりたいです。

成人証書を受け取った
村部佳苗さん（愛野町）

● 広報うんぜん
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今
回
の
成
人
式
で
は
、
新
成

人
者
に
よ
る
開
式
、閉
式
の
辞
、

司
会
進
行
が
行
わ
れ
、
受
付
の

一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

に
応
募
し
た
、
二
人
の
高
校
生

が
行
い
ま
し
た
。

●
司
会
進
行

　

田
中
美
穂
さ
ん
（
愛
野
町
）

 

（
左
）

●
開
式
の
辞

　

小
松
慎
弥
さ
ん
（
小
浜
町
）

 

（
下
段
右
）

●
閉
式
の
辞

　

中
村
太
一
さ
ん
（
国
見
町
）

 

（
下
段
中
央
）

●
受
け
付
け
の
一
部

　

山
本
美
友
さ
ん（
南
串
山
町
）

　

金
森
夏
貴
さ
ん（
南
串
山
町
）

（
と
も
に
口
加
高
校
・
下
段
左
）

Photograph
～記念の1枚～

私
た
ち
も
式
を
支
え
ま
し
た
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〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
心
配
ご
と
や

困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
こ
と
、学
校
の
こ
と
、

介
護
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ
と
な

ど
、
な
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※
（　

）
は
担
当
地
区

※
▼
は
主
任
児
童
委
員
で
児
童
福

祉
専
門

◎
新
し
く
選
任
さ
れ
た
委
員

任
期
…
平
成
22
年
12
月
1
日
〜

　
　
　

平
成
25
年
11
月
30
日

 

国
見
町

▼
佐
藤　

忠
壽（
魚
洗
川・百
花
台・

小
ケ
倉
）

▼
西
田　

末
子（
金
山
）

▼
山
本
久
美
子（
植
松
・
原
口
）

▼
吉
田　

和
美（
中
高
下・下
高
下・

田
久
保
）

▼
和
住　

友
子（
馬
場
第
一
・
馬
場

第
二
）

▼
石
田　

み
を（
轟
木
）

▼
林
田　

哲
郎（
港
町
）

▼
遠
藤　

家
持（
船
津
東
）

▼
松
尾　

春
美（
船
津
中
央
）

▼
釣
川　

義
紀（
船
津
西
）

▼
前
田　

清
春（
八
斗
木
）

▼
森
本　

光
枝（
宮
田
）

▼
吉
田　

静
子（
篠
原
・
川
原
田
）

▼
稲
本　

道
之（
今
出
・
尾
茂
）

▼
林
田
久
美
子（
南
下
原
）

▼
森
瀬
テ
ル
ヱ（
北
下
原
東
）

▼
田
中　

文
子（
北
下
原
西
）

▼
野
田　
　

稔（
山
ノ
上
・
楠
高
）

▼
園
田　

勝
利（
東
里
）

▼
福
島　

勝
信（
西
里
）

▼
前
田　

峯
子（
上
里
・
上
古
賀
）

▼
米
田　

敏
孝（
下
古
賀
）

▼
上
村　

博
子（
片
田
）

▼
田
原　

洋
子（
小
路
・
向
町
）

▼
井
上　
　

正（
川
東
）

▼
宮
本　

雅
博（
川
西
）

▼
堺　
　

光
憲（
国
見
町
全
地
区
）

▼
桑
田　

博
文（
国
見
町
全
地
区
）

 

瑞
穂
町

▼
神
崎　

良
次（
栗
林
）

▼
髙
田　

宣
子（
東
）

▼
島
田　

正
德（
岩
戸
）

▼
宮
﨑　

健
司（
西
岩
戸
）

▼
竹
田　

正
美（
河
内
）

▼
丸
田　

利
孝（
杉
峰
）

▼
内
田　

利
則（
古
江
）

▼
宮
﨑　

泰
治（
伊
古
）

▼
前
田　

晴
男（
船
津
）

▼
山
口　

照
男（
大
川
）

▼
平
山　

信
重（
横
田
）

▼
鵜
殿　

隆
夫（
高
田
・
桑
田
）

▼
宮
川
嘉
久
雄（
岡
）

▼
原
口　

博
子（
夏
峰
）

▼
瑞
穗　

真
爾（
瑞
穂
町
全
地
区
）

▼
駒
田　

惠
子（
瑞
穂
町
全
地
区
）

 

吾
妻
町

▼
野
田　

信
弘（
三
室
一・三
室
二
）

▼
一
山　

直
義（
三
室
三
・
三
室
四
・

岩
戸
）

▼
村
山　

芳
和（
平
木
場・西
光
寺・

田
内
川
）

▼
東　
　

良
隆（
守
山
馬
場
・
古
庄
）

▼
兵
藤　

順
子（
萩
ノ
本
・
田
之
平
）

▼
横
田　

憲
章（
大
木
場
・
横
田
）

▼
島
田　

孝
明（
田
川
原
・
新
城
）

▼
田
口
加
代
子（
牛
口
東
）

▼
佐
々
木
智
子（
牛
口
三
・
牛
口
四
）

▼
長
谷
川　

廣（
山
田
馬
場
・
栗
林
）

▼
竹
口　
　

壽（
柿
田
・
布
江
）

▼
前
田　

末
広（
川
床
・
牧
ノ
内
）

▼
荒
平　
　

隆（
黒
仁
田
・
山
田
原
）

▼
宮
﨑　

幸
次（
永
中
・
河
内
）

▼
嶺　
　

博
明（
吹
ノ
原
・
大
熊
一
）

▼
熊
﨑　

正
一（
大
熊
二
）

▼
山
崎
真
由
美（
中
阿
母
）

▼
松
平　
　

泉（
阿
母
崎
一
・
阿
母
崎
二
）

▼
町
田　
　

学（
吾
妻
町
全
地
区
）

▼
秋
山　

里
江（
吾
妻
町
全
地
区
）

 

愛
野
町

▼
鶴
﨑　
　

保（
新
崎
・
川
端
・
東
）

▼
山
野
眞
由
美（
舟
津
・
迫
・
順

手（
一
部
））

▼
柴
田
ひ
ろ
み（
順
手（
一
部
）・
本
町
）

▼
山
口　
　

豊（
有
明
・
サ
ン
コ
ー

ポ
ラ
ス（
一
部
））

▼
岩
岡　

良
子（
本
下
・
平
和
・
八

幡
・
原
）

▼
峯　
　

健
二（
境
ノ
尾
・
新
町
・
小

無
田
・
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス（
一
部
））

▼
平
野
美
也
子（
寺
ノ
尾・玉
垣・浜
口
）

▼
松
尾
用
志
郎（
幸
町
・
田
端
・
中
島
）

▼
佐
藤　

勇
一（
桜
山
・
山
沢
・
中

野
・
浜
）

▼
町
田　

秀
子（
愛
野
町
全
地
区
）

▼
大
久
保
良
子（
愛
野
町
全
地
区
）

 

千
々
石
町

▼
前
車　

次
雄（
上
石
田・下
石
田・

上
町
・
中
町
・
北
元
江
）

▼
吉
岡　

勝
己（
瀬
々
尾
・
中
島
・

八
ケ
島
）

▼
平
山
愼
一
郎（
犬
丸
・
南
元
江
・

日
ノ
田
）

▼
島
嵜　

幸
惠（
須
ノ
崎
・
金
屋
・
釜
）

▼
佐
藤　

純
一（
上
塩
浜・下
塩
浜・

塩
屋
）

▼
町
田　

千
年（
島
・
平
和
・
大
迫
）

▼
山
本　

正
也（
峰
・
中
尾
・
河
内
・

岡
東・吾
妻（
一
）・吾
妻（
二
）・平
畑
）

▼
町
田　
　

実（
上
山
頭・下
山
頭・

寺
ノ
元
）

▼
町
田　

桂
子（
下
狩
場
・
上
野
田
）

▼
鈴
木　

晴
代（
神
ノ
下
・
森
馬
・

白
津
・
野
取
）

▼
林
田　
　

洋（
桂
ノ
迫・飯
岳・高
野
）

▼
松
尾
美
千
子（
西
中
組・東
中
組・

己
ノ
鍔
・
白
新
田
）

▼
山
本　

清
江（
下
岳
・
上
岳
）

▼
山
口　

洋
子（
千
々
石
町
全
地
区
）

▼
林
田　

秀
美（
千
々
石
町
全
地
区
）

 

小
浜
町

▼
吉
田
剛
太
郎（
木
津
）

▼
宮
﨑
ち
づ
よ（
西
小
浦
・
東
小
浦
）

▼
田
中　

邦
子（
加
美
・
日
見
・
殿
川
）

▼
森　
　
　

博（
下
山
領
・
上
山
領
）

▼
中
田
サ
ザ
子（
北
村
）

▼
津
田　

忠
義（
北
野
）

▼
中
村　

時
子（
平
松
・
羽
毛
合
）

▼
井
上　

映
子（
少
路
・
朝
日
山
）

▼
草
野　

勝
子（
西
中
・
東
中
）

▼
川
原　

安
惠（
宮
ノ
丁・田
之
中・

刈
水
）

▼
三
好　

範
子（
北
湯
ノ
崎
・
南
湯

ノ
崎
・
新
湯
ノ
崎
・
マ
リ
ー
ナ
）

▼
草
野　

明
子（
山
ノ
上
）

▼
宅
島　

知
子（
小
浜
病
院・脇
浜・

上
脇
）

▼
森
田　

元
夫（
道
前
・
び
ん
串
）

▼
伊
德　

英
雄（
日
当
・
蔭
平
）

▼
本
多　
　

新（
新
町
・
上
須
賀
・

中
須
賀
）

▼
小
早
川
幸
一（
下
須
賀・小
田
崎・

林
ノ
内
）

▼
金
澤　

秀
司（
小
田
山
・
大
木
場
）

▼
岡
野　

紘
一（
小
地
獄・札
ノ
原
）

▼
荒
木　

冨
子（
新
湯
）

▼
松
尾　

啓
子（
寺
ノ
馬
場
）

▼
野
口　

邦
夫（
古
湯
・
別
所
）

▼
出
口　

秀
昭（
浜
口
・
浜
・
野
中
）

▼
本
田　

修
一（
下
木
場・上
木
場・

目
付
石
）

▼
笹
田　

廣
幸（
大
亀
・
小
野
河
内
）

▼
金
子　

昭
俊（
上
区
・
中
区
）

▼
田
中
奈
壽
子（
下
区
・
原
区
・
茂

尾
）

▼
松
島　

民
廣（
菜
切
・
清
水
・
上

方
・
浜
方
）

▼
森
芳　

國
和（
影
平
・
上
光
手
・

下
光
手
）

▼
中
田　

七
生（
小
浜
町
全
地
区
）

▼
田
中　

信
子（
小
浜
町
全
地
区
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員（
再
任
含
む
）
と
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 

〈
敬
称
略
〉
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■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
（
☎
36

－

2
5
0
0
）

 
南
串
山
町

▼
茂　
　

和
夫（
鬼
池
）

▼
三
宅　

淳
子（
白
頭
・
板
引
）

▼
大
石　

親
德（
門
山
・
樫
峰
）

▼
中
村　

久
子（
加
例
川
・
井
手
ノ

上
・
日
原
）

▼
加
藤　

靖
子（
上
大
良
・
妙
見
・

椎
木
川
）

▼
永
江
タ
カ
子（
溜
水
・
新
山
・
内

平
）

▼
永
田　
　

董（
上
木
場
・
西
浜
）

▼
中
村　

一
七（
水
ノ
浦
）

▼
和
田　

淳
子（
田
ノ
平
）

▼
井
上　

理
人（
塚
ノ
山
・
中
ノ
場
）

▼
木
村　

令
子（
坂
上
奥
）

▼
井
上
サ
ミ
ヱ（
谷
間
川
）

▼
松
山　

孝
則（
小
竹
木
）

▼
酒
井　

通
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

▼
菅　
　

文
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◎
退
任
し
た
委
員
に
感
謝
状

　

今
回
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
退

任
し
た
委
員
32
人
へ
、
厚
生
労
働

大
臣
感
謝
状
や
県
知
事
礼
状
、
市

か
ら
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
の
よ
き
相

談
相
手
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
務
め
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
領
者

 

国
見
町

▼
三
原
ア
サ
コ　

▼
三
原　

龍
子

▼
織
田　

萬
惠　

▼
西
岡　

紘
子

▼
山
口　

隆
博　

▼
酒
井　

雅
子

 

瑞
穂
町

▼
本
田　

貞
松　

▼
吉
川　

里
美

▼
前
田　
　

清

 

吾
妻
町

▼
三
丸　

利
男　

▼
立
山　

恒
洋

 

愛
野
町

▼
小
無
田
さ
ゆ
り

 

千
々
石
町

▼
岩
永　

正
義　

▼
永
木　
　

泉

▼
山
口　

幸
春

 

小
浜
町

▼
田
中　

繁
男　

▼
小
原　

日
吉

▼
藤
澤　

英
昌　

▼
菅　
　

保
満

▼
進
藤　

住
雄　

▼
森　
　
　

清

▼
森
﨑　

俊
彦

 
南
串
山
町

▼
岡
田　

典
子

知
事
礼
状
受
領
者

 

国
見
町

▼
大
濱　
　

勲

 

瑞
穂
町

▼
吉
田　

昭
良　

▼
酒
井　

敏
彦

 

愛
野
町

▼
田
中　

正
已

 

千
々
石
町

▼
小
﨑　
　

誠　

▼
中
尾　

義
久

 

小
浜
町

▼
林
田　
　

勇

 

南
串
山
町

▼
吉
田　

竹
則　

▼
西
田
真
由
美

市立土黒保育所の
移管法人募集要項と運営条件を策定
市立土黒保育所の
移管法人募集要項と運営条件を策定

【募集要項の概要】
①移管年月日　平成24年4月1日（予定）
②応募資格
　平成22年4月1日現在、雲仙市内で児童福祉法第35
条第4項の規定により認可された保育所を、引き続
き5年以上運営している社会福祉法人であること。
③運営条件
・移管後の保育所の名称は、「土黒」の名称を使用
すること。
・通常の保育時間は、午前7時から午後6時までの11
時間とすること。
・延長保育を、午後6時から午後7時まで実施するこ
と。
・学童保育を実施すること。など

④財産移管の方法・条件
・建物および土黒保育所の備品については、現状の
状態で無償譲渡とする。（国などの補助事業で購
入し、耐用年数を経過していない備品は除く。）
・土地については、無償貸付とする。
・移管財産は、保育所または子育て支援事業以外の
目的には使用できないこと。

※移管法人は、今後、「雲仙市公立保育所の民間移管
に関する法人選定委員会」における書類審査・プロ
ポーザルの結果などによる選考を経て、本年3月に
決定する予定です。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

■問い合わせ　子ども支援課（☎36-2500）

◆第4回選定委員会が開かれました
　12月14日に、4回目となる雲仙市公立保育所の民間移管に関する
法人選定委員会が開かれ、「雲仙市立土黒保育所の民営化に係る移
管法人募集要項」と「運営条件」を策定し、市長へ報告が行われ
ました。
　また、移管法人の審査基準が併せて審議されました。

7● 広報うんぜん
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UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

　これまでの学校保健活動が評価され、神
代小学校が以下の表彰を受けました。

○第49回全日本学校歯科保健優良校表彰
…奨励賞
○平成22年度長崎県学校保健会表彰
　よい歯の学校…優秀校
○平成22年度長崎県学校保健会表彰
　…特別表彰校
○平成22年度長崎県学校保健・学校安全
推進学校表彰　学校保健推進学校
　…優秀校

学
校
保
健
活
動
に
対
す
る
表
彰

学
校
保
健
活
動
に
力
を
入
れ
る
神
代
小
学
校

自慢のマシンを巧みに操作
第12回創造アイデアロボットコンテスト九州大会

　12月11日、12日に沖縄県で第12回創造アイデアロ
ボットコンテスト九州大会が行われ、長崎県代表として愛
野中学校「ATH」チームが出場しました。
　「ATH」チームは予選で佐賀県代表のチームに見事
勝利。しかし、続く大分県代表チームとの対戦では、マシ
ントラブルなどがあり、惜しくも予選敗退となりましたが、
チーム一丸となり一生懸命頑張りました。

温かい人権意識の浸透を願う
第30回全国中学生人権作文コンテスト長崎県大会

　12月4日、佐世保市のアルカスSASEBOで、全国中
学生人権作文コンテスト長崎県大会表彰式が行われま
した。
　このコンテストは、中学生が人権問題について作文を
書くことによって人権尊重の重要性や必要性について

理解を深めるとともに、
豊かな人権感覚を身に
付けることを目的に行わ
れています。
　応募数28,403編のう
ち13編が入賞し、愛野
中学校2年生の松尾佳
志郎さんの『気持ちよく
暮らすために』が最優秀
賞（県教育委員会教育
長賞）に輝きました。

　第60回西日本書き方大会で、千々石第一
小学校3年生の本多美華さんが金賞に輝き
ました。
　夏休みに書いた作品が予選を通過し、決
戦揮ごう会に出場した本多さん。課題は、当
日の会場で発表されるため、ドキドキしたそう。
課題の「大空」は、今まで書いたことがありま
せんでしたが、これまで習ったことを思い出し

ながら書いたそ
うです。
　実は、昨年も
銅賞に入賞して
いた本多さん。
この1年の努力
が実り、さらにう
れしいステップ
アップへとつな
がりました。

第
60
回
西
日
本
書
き
方
大
会

本
多
美
華
さ
ん　

努
力
が
実
り
金
賞
を
受
賞

アイデアがたくさん詰まったマシンで、大会に臨みました

最優秀賞を受賞した松尾さん これからもがんばってください

学校保健活動のひとコマ。
毎日、給食後にフッ素洗口を行っています。

● 広報うんぜん
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

件　　数
合計金額

35件
1 , 7 8 8 , 0 0 0円

これまでの合計 （12月末現在）

12月中に寄付をいただいた皆さま
（承諾していただいた項目のみ掲載）

氏名（敬称略）
塩谷　弘毅
松永　　光
本多　清隆

住　所
大阪市
さいたま市
さいたま市

出身町
雲仙市外
南串山町
小浜町

金　額
    5,000円
100,000円
　　　　－

　「雲仙市を応援したい」「雲仙市のために何かし
たい」という想いを、ふるさと納税（寄付金）と
いう形でお寄せいただいています。
　このような想いを持たれた市外在住のご子息、
ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、友人、知人をご紹介
ください。

ふるさと雲仙市の応援団を募集しています

問い合わせ・申し込み

政策企画課　地域振興班（ふるさと応援寄付担当）
☎38-3111　FAX38-3514
ホームページ　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

　11月13日、14日の2日間、佐世保市サン
プラザ商店街で長崎県花き品評会が開かれ
ました。
　今年は夏の気温の高さが影響したため、例
年よりも開花が遅れるという厳しい気象条件
であったにもかかわらず、カーネーションやバラ
など合計238点もの出品がありました。

　その中でトルコギ
キョウを出品した平
野昭太さん（千々
石町）が、金賞（特
別賞）である農林
水産大臣賞を受賞
しました。

第
2
回
長
崎
県
花
き
品
評
会

平
野
昭
太
さ
ん
、農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

お正月の顔　国見高校サッカー部
第89回全国高等学校サッカー選手権大会

　年末年始に行われた「第89回全国高等学校サッカー
選手権大会」に2年連続23回目の出場を果たした国見
高校サッカー部。大会出発前に選手、監督ら6人が市長
を訪ね、健闘を誓いました。
　1月2日、初戦から昨年優勝校の山梨学院大学付属
高校との激しい試合となり、国見高校は、前半の3失点
が最後まで響き、後半の追い上げも届かず、残念ながら1
対3で敗れてしまいました。
　2006年度以来の初戦敗退という結果となりました
が、全国という大舞台で健闘した選手の皆さん、また、違
う舞台での活躍を楽しみにしています。

ご寄付　ありがとうございます
ふるさと納税

ほか、お一人からいただきました

大会前に市長を訪ねた皆さん出品されたトルコギキョウ

厳しい気象条件の中、
美しく育てた平野さん
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島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
た
め
に

市
民
誰
も
が
ジ
オ
ガ
イ
ド

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

ジーオくん

職員の大脇一樹さん
垂木台地の自然を
楽しく案内してくれます

ジ
オ
サ
イ
ト「
垂
木
台
地
」

　

今
月
は
、
島
原
市
に
あ
る
垂
木
台
地

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
垂
木
台
地
は
、
雲
仙
普
賢
岳
噴

火
に
伴
う
火
砕
流
や
土
石
流
に
よ
っ
て
、

一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
た
場
所
で
す
。

こ
の
垂
木
台
地
に
は
、
平
成
新
山
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。セ
ン

タ
ー
周
辺
で
は
、
平
成
噴
火
か
ら
20
年

を
経
て
、
草
や
木
な
ど
の
植
生
の
回
復

の
様
子
を
身
近
に
観
察
で
き
ま
す
。ま

た
、
平
成
新
山
の
直
下
で
、
山
頂
か
ら
約

２
・
５
㎞
と
間
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
気
が
よ
い
日
に
は
平
成
新
山
の
溶

岩
ド
ー
ム
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。写
真
の

垂
木
台
地
の
西
か
ら
南
側
に
あ
る
「
お

し
が
谷
」
は
、
火
砕
流
が
何
度
も
押
し

寄
せ
た
場
所
で
す
。火
砕
流
は
谷
を
埋

め
、厚
い
所
で
１
５
０
ｍ
も
あ
り
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
平
成
噴
火
の
資
料
や
垂

木
台
地
の
自
然
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
展
示
物
が
あ
り
ま
す
。

　

過
酷
な
条
件
下
で
も
成
長
で
き
る

生
命
力
の
強
い
植
物
た
ち
を
、
ぜ
ひ
観

察
に
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

平成新山
ネイチャーセンター
入館無料
毎週火曜日休館
（祝日の場合は、翌日振替）
☎０９５７-６３-６７５２
《開館時間》
○１１月～２月
　　１０：００～１６：００
○３月～１０月
　　９：００～１７：００

おしが谷

平成新山

稲生山

“平成新山どこまで見えるかコンテスト”　結果発表
【最遠距離賞】 【ナイスショット賞】（２作品）

尾藤　恵さん（島原市）
《撮影場所》
①熊本県玉名市河崎
　　菊池川河川敷沿い

平成新山山頂からの距
離…３２．２㎞

奥に、うっすらと平成新
山が見えます（赤枠内）

中尾　節子さん（島原市）
《撮影場所》
②熊本県宇土市綱田
　　島山展望所

橋山　雅俊さん（雲仙市）
《撮影場所》
③長崎県諫早市飯盛町上原

１

２

３
平成新山

撮影場所の概略図
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スポーツ振興課　国体準備室（☎37-3113）問４５年ぶりに、長崎県で国体が開催されます

■雲仙市開催種目■
　　サッカー（少年男子）、ボクシング（全種目）
■デモンストレーション行事■
　　雲仙アヅマクロス

４０年前の南串山で
　　　　　  炬火ランナーを先導

　昨秋に選ばれた長崎国体県民運動ポスターコン
クールの入賞作品を展示します。

【展示場所】
　雲仙市吾妻体育館ロビー
【展示期間】
　２月１８日（金）～２７日（日）

　観覧は無料です。どうぞ、この機会に入賞作品を
ご覧ください。

◆巡回パネル展開催のお知らせ◆

　

市
の
農
林
水
産
課
で
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
市
職
員

が
皆
さ
ん
の
も
と
へ
直
接
出
向

き
、お
話
を
し
ま
す
。

対
象

　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
で

構
成
さ
れ
た
団
体
・
グ
ル
ー
プ

（
原
則
と
し
て
10
人
以
上
）な
ど

出
前
講
座
の
内
容

　

次
の
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
対
策
に
つ
い
て

②
農
業
関
係
に
関
す
る
補
助
事

業
に
つ
い
て

③
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

④
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

開
催
時
間
と
会
場

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
の
間
で
、２
時
間
以
内
。

　

会
場
は
、市
内
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
手
配

　

こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
催
者
と
な
り
、
そ
こ
に

講
師
と
し
て
市
職
員
を
派
遣
す

る
事
業
で
す
。会
場
の
手
配
や

準
備
、
受
講
者
へ
の
周
知
な
ど

は
、主
催
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
料

　

講
師
料
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
方
法

　

出
前
講
座
を
希
望
す
る
場
合

は
、開
催
し
よ
う
と
す
る
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
、出
前
講
座
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。そ
の
後
、
日

程
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

農
林
水
産
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

受
講
の
制
限

　

特
定
の
政
治
・
宗
教
ま
た
は

営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
職
員
を
派
遣

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

説
明
に
対
す
る
質
問
・
回
答

や
建
設
的
な
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、あ
く
ま
で

も
学
習
の
場
で
あ
り
、苦
情
を
述

べ
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課（
☎
38
-３
１
１
１
）

農
業
出
前
講
座

平成２６年９月中旬～１０月中旬の
期間中の１１日間で長崎国体

が開催されます。

きょか

先導車で広報活動中の本田早苗さん
（当時２４歳、南串山町教育委員会勤務）
　第 24 回長崎国体（昭和 44 年 10 月 26 日開会）で、
旧南串山町の炬火ランナー（南串中２年生）を先導
し、『間もなく炬火ランナーが通過します、沿道で迎
えてください』とアナウンスしました。
　この写真はランナーの到着を待
つ間に撮影された貴重な一枚です。
　平成 26 年に開催される第 69 回
長崎国体の炬火リレーでも声援を
送りましょう！

※炬火とは、トーチ（たいまつ）に灯され
る火で、オリンピックの聖火のような
ものです。
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「
男
女
共
同
参
画
社
会
」っ
て
、な
あ
に
？

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く
し
ゃ
か
い

雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　☎３８-３１１１問

「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
は
、
雲
仙
市
役
所
の
２
階
の
政
策
企
画
課

の
中
に
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、ま
ず
は
、市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
講
演
会
や
出
前
講
座
を
開
い
た
り
、「
広
報

う
ん
ぜ
ん
」巻
末
の「
身
近
に
感
じ
て
男
女
共
同
参
画（
マ
ン
ガ
）」な
ど
に
よ
り
、

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
市
民
活
動
の
支
援

を
行
っ
た
り
、男
女
平
等
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
日
は
、
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
、
高
校
生
の
お
客
さ
ま
が

来
庁
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
う
や
ら
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」に
つ
い
て
の
疑

問
を
尋
ね
に
来
た
よ
う
で
す
。お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　
　

こ
ん
に
ち
は
！
今
日
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
い
、
こ
ん
に
ち
は
。お
二
人

は
、高
校
２
年
生
で
す
ね
。

　

は
い
。さ
っ
そ
く
で
す
が
、
そ

も
そ
も
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
」と
は
何
で
す
か
？

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

「
男
性
と
女
性
が
共
に
認
め
合

い
、支
え
合
い
、責
任
を
も
っ
て

社
会
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
の
性

別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
」
の
こ
と
で
す
。ち
な
み
に
、

日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
は
、
学

校
で
勉
強
し
ま
し
た
か
？

　

は
い
、授
業
で
習
い
ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
の
13
条
で
個
人

の
尊
重
、
14
条
で
は
法
の
下
の

平
等
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、そ
れ
ら
の
中
で
、男
女
平

等
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
努
力

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
平

成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」が
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
法
律
は
、
少
し
だ
け
読

ん
で
き
ま
し
た
。確
か
、「
男
女

の
人
権
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
が
、
最
初
に
書
い

て
あ
っ
た
わ
。

　

そ
う
で
す
ね
。こ
れ
ま
で
は
、

残
念
な
が
ら
、
男
女
と
い
う
性

別
の
差
だ
け
で
、
そ
の
生
き
方

が
決
め
ら
れ
た
り
、
人
権
が
守

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、「
差

別
」の
意
識
が
な
い
ま
ま
、
慣
習

と
し
て
定
着
し
て
き
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
家

庭
や
地
域
、
そ
れ
か
ら
学
校
や

職
場
、
政
治
の
世
界
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
で
、男
性
と
女
性
が
、計

画
段
階
か
ら
一
緒
に
取
り
組

み
、一
緒
に
頑
張
っ
て
進
め
、一

緒
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の

で
す
。

○
家
事
は
母
の
仕
事
？

　

男
女
共
同
参
画
っ
て
、
そ
ん

な
当
た
り
前
の
こ
と
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
か
？
男
女
間
で
の

協
力
は
、
普
通
に
で
き
て
い
ま

す
よ
。

　

あ
な
た
た
ち
の
世
代
で
は
、

も
う
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。で
も
、
自
分
の
周

り
を
よ
〜
く
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。お
母
さ
ん
は
お
仕
事
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　

は
い
。会
社
の
事
務
員
を
し

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
あ
な
た
の
お
弁
当
や

ご
飯
は
、
誰
が
つ
く
っ
て
い
ま

す
か
？
洗
濯
、掃
除
な
ど
は
？

　

母
が
全
部
や
っ
て
い
ま
す

よ
。お
母
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
、
当

然
で
す
よ
。

　

ち
ょ
っ
と
、「
お
母
さ
ん
だ
か

ら
当
然
」
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
？
ど
う
し
て
お
母
さ
ん

だ
け
が
、
家
事
を
し
な
い
と
い

け
な
い
の
。

　

だ
っ
て
、
母
は
嫁
な
ん
だ
し
、

「
お
母
さ
ん
の
仕
事
」で
し
ょ
？

　

は
い
、
そ
こ
ま
で
。家
事
は
、

生
活
し
て
い
く
上
で
毎
日
必
ず

す
る
こ
と
で
、
楽
し
さ
や
充
実

感
は
確
か
に
あ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
は
別
と
し
て
、「
お
母
さ
ん
は
、

家
事（
育
児
・
介
護
）と
仕
事
」、「
お

父
さ
ん
は
仕
事
だ
け
」っ
て
、
お

か
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

で
は
、お
母
さ
ん
が
風
邪
を
ひ

い
た
ら
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

　

母
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
も
家

事
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
。体
が

強
い
み
た
い
で
す
。

　

強
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
（
苦
笑
）

風
邪
で
も
、
お
母
さ
ん
は
我
慢

し
て
、
家
事
を
や
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。風
邪
を
ひ
い
た
お
母

さ
ん
が
安
心
し
て
休
め
る
よ

う
、
家
族
が
協
力
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？
「
女
性
だ
か
ら
家
事

を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ん

て
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
お

父
さ
ん
も
あ
な
た
も
普
段
か
ら

協
力
し
て
、
何
か
あ
っ
た
と
き

は
助
け
合
え
る
よ
う
に
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。

○
男
女
共
同
参
画
は
誰
の
た
め

の
も
の
？

　

…
う
ん
。な
ん
と
な
く
、
わ

か
っ
て
き
た
か
も
。で
も
、
男
女

共
同
参
画
っ
て
、
女
性
が
働
く

た
め
の
も
の
だ
、
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
が
…

　

男
女
共
同
参
画
は
、女
性
だ
け

の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
し
、男

性
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
よ
。こ
れ
ま
で
、
特
に
女
性
は

あ
ら
ゆ
る
場
で
そ
の
地
位
が
低

く
み
ら
れ
、
働
く
環
境
も
悪
く
、

ま
ず
は
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
、
女
性
の
た
め
の
も
の
っ
て

思
い
が
ち
な
ん
で
す
ね
。　

さ

ん
の
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
か
ら

何
時
に
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。

　

夜
の
11
時
ぐ
ら
い
で
す
。仕

事
量
が
多
く
て
、
き
つ
い
み
た

い
で
す
。

　

一
昔
前
ま
で
は
、
家
庭
の
収

入
を
支
え
る
の
も
、
会
社
の
仕

事
も
全
て
男
性
の
肩
に
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。結
果
、
特
に
男
性

は
働
き
過
ぎ
で
過
労
な
ど
に
も

な
り
が
ち
で
し
た
。女
性
の
参

画
が
進
め
ば
、
男
性
が
負
担
し

て
い
る
責
任
の
分
担
も
で
き
る

わ
け
で
す
。（
３
月
号
へ
続
く
）

センター職員

高校生
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平
成
22
年
６
月
18
日
、
改
正

貸
金
業
法
が
完
全
施
行
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
改
正
に
よ
り
、
新
し

く
総
量
規
制
が
実
施
さ
れ
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
入
残
高
が
年

収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
、

新
規
の
借
入
れ
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ

う
な
状
況
に
つ
け
こ
ん
だ
、
簡

単
に
お
金
が
入
る
こ
と
を
標
榜

し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
主
な
事
例

①
買
取
屋
に
よ
る
方
式

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
現
金

化
す
る
と
う
た
っ
て
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠

で
商
品
な
ど
を
購
入
さ
せ
、
そ

れ
を
業
者
が
買
い
取
る
こ
と
で

消
費
者
に
現
金
が
渡
る
。

《
事
例
１
》

　

業
者
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
買
い
物
を
す
れ
ば
買
い
取

る
」
と
言
わ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の

限
度
額
分
で
商
品
を
購
入
し

た
。し
か
し
、
業
者
に
は
商
品
を

カ
ー
ド
使
用
額
以
下
で
し
か
買

い
取
っ
て
も
ら
え
ず
、
さ
ら
に

限
度
額
分
の
買
い
物
を
し
た
の

で
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り

困
っ
て
い
る
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式

　

消
費
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
付
商
品
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
で
購
入
さ
せ
、
購
入
し

た
商
品
と
と
も
に
現
金
を
渡
す
。

《
事
例
２
》

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
い
、

商
品
を
購
入
す
れ
ば
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
す
る
と
い
う
説

明
を
受
け
、
商
品
も
手
に
入
り
、

さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も

受
け
ら
れ
る
の
で
、お
得
だ
と
思

い
契
約
し
た
。商
品
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
受
領
し
た
が
、こ

の
商
品
に
値
打
ち
が
な
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、商
品
を
返
品
し
た

い
。ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
支
払
い
は
残
っ
て
い
る
が
、現

金
が
な
く
返
済
で
き
な
い
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化
を
利
用
す

る
と
、
一
時
的
に
現
金
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ

の
金
額
よ
り
も
高
額
な
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
い
に
追

わ
れ
る
た
め
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金

化
を
利
用
す
る
こ
と
で
予
想
以

上
に
債
務
が
膨
ら
ん
で
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
買
取
屋
方
式
で
あ
れ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式
で
あ

れ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
現
金

化
す
る
取
引
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
契
約
違
反
に
な
る
た
め
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

退
会
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金

化
は
詐
欺
罪
（
刑
法
第
２
４
６

条
）
な
ど
の
犯
罪
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
現
金
化
は
行
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
わ
れ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な や み ゼロ（消費生活センター直通電話）
ライフサポートホットライン

雲仙市消費生活センター
からのお知らせ

困ったときは…　早めに、ご相談を。

「クレジットカード現金化」をめぐるトラブルに注意！

　司法書士による無料相談会を行います。
相談は無料で、秘密は固く守られます。お気
軽にご相談ください。（予約不要）

相談を受け付ける内容
①借金に関する相談
②相続、不動産に関する相談
③訪問販売など契約に関する相談
④成年後見制度に関する相談
⑤その他　法律に関する相談

日時　２月１９日（土）　午前１０時～午後３時
場所　愛野町公民館

無料司法書士相談会

雲仙市消費生活センター（☎38-7830）問

主催：雲仙市、長崎県青年司法書士協議会
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福岡天神の中心地で、小浜温泉のＰＲを行います

勇壮にみこしを引く姿は、注目の的

毎
月
、雲
仙
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
浜
町
内
で
自
営
業
に
従
事

す
る
人
た
ち
を
中
心
に
、
40
歳

ま
で
の
青
年
33
人
で
構
成
さ
れ

る
、
小
浜
青
年
交
友
会
。も
と
も

と
は
、
旅
館
の
関
係
者
な
ど
に

よ
る
集
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、結
成
さ
れ
た
の
は
、50
年

近
く
前
と
い
う
こ
と
で
す
。今

回
は
、
会
長
の
川
上
さ
ん
と
副

会
長
の
松
武
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

入
会
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
と
、「
自
分
た
ち
も
、
７
年

ぐ
ら
い
前
に
小
浜
に
帰
っ
て
き

て
、
先
輩
た
ち
か
ら
誘
わ
れ
て

入
っ
た
と
で
す
け
ど
ね
。ど
う

し
て
も
外
に
出
て
る
と
、
付
き

合
い
が
少
な
く
な
っ
て
た
り
す

る
ん
で
す
け
ど
、
交
友
会
の
み

ん
な
か
ら
情
報
を
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
早
く
地
域
に
溶

け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

息
抜
き
と
い
う
か
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
場
に
も
な
り
ま
し

た
し
ね
」と
の
こ
と
で
、
情
報
交

換
や
気
分
転
換
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
活
動
に
つ
い

て
は
、「
交
友
会
が
で
き
た
当
時

は
、本
当
に
、自
分
た
ち
の
好
き

な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
だ
け
を

や
っ
て
た
み
た
い
で
す
か
ら

ね
。私
た
ち
も
、
誘
わ
れ
た
と
き

は
、『
交
友
会
は
、
楽
し
い
こ
と

だ
け
、
し
と
け
ば
よ
か
と
』っ
て

言
わ
れ
た
で
す
け
ん
ね
。で
も
、

い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
話
す

う
ち
に
、や
っ
ぱ
り
、自
分
た
ち

が
知
っ
て
い
る
小
浜
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
し
、
そ
れ
を

次
の
世
代
に
伝
え
た
い
っ
て
話

に
な
る
と
で
す
よ
」
と
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
小
浜
温
泉
湯
ま
つ
り
で

の
み
こ
し
や
福
岡
の
新
天
町
商

店
街
で
の
観
光
宣
伝
隊
の
ほ
か

に
も
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
・
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
メ
ン
バ
ー
の
職
種
な
ん
か

も
バ
ラ
バ
ラ
な
ん
で
、
人
員
を

確
保
す
る
の
に
は
苦
労
し
ま
す

け
ど
、み
ん
な
、で
き
る
か
ぎ
り

参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
あ
ん
ま
り
重
荷
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら

で
す
ね
。自
分
た
ち
だ
け
じ
ゃ

な
く
、年
に
１
回
は
、家
族
会
な

ん
か
も
開
い
て
…
」と
、
ご
苦
労

の
中
に
も
、
楽
し
む
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
が
、
長
年
の
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
湯
ま
つ
り
な
ん
か
で
、
出
店
と

か
す
る
と
、
普
段
の
仕
事
で
は

で
き
な
い
よ
う
な
経
験
も
で
き

ま
す
し
、
自
分
も
元
気
に
な
る

ん
で
す
よ
。み
ん
な
で
や
っ
て

い
る
雰
囲
気
が
い
い
ん
で
す
よ

ね
。こ
れ
が
、賑
わ
い
に
つ
な
が
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、人
が
集
ま
る
こ
と
で
、農

産
物
や
水
産
物
が
消
費
さ
れ
た

り
、
い
ろ
ん
な
産
業
が
盛
り
上

が
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。も
ち

ろ
ん
、
小
浜
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

雲
仙
市
全
体
が
活
性
化
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
、
活
性
化
へ
の

思
い
は
、
市
全
体
へ
と
広
が
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
今
後
は
、
青
年
農

業
者
と
か
の
、
ほ
か
の
団
体
と

の
連
携
も
や
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。い
ろ
い
ろ
と
知
り
合
う
機

会
も
増
え
ま
し
た
し
。あ
と
、
今

ま
で
は
、
何
で
も
自
分
た
ち
だ

け
で
や
ろ
う
と
し
て
ま
し
た
け

ど
、
周
り
の
人
た
ち
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま

す
。例
年
行
っ
て
い
る
、
と
け
ん

山
公
園
の
桜
の
植
樹
な
ん
か

は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
や

れ
ば
、
今
後
も
大
切
に
し
て
も

ら
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
」と
、
新

し
い
試
み
に
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

小
浜
温
泉
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、雲
仙
市
を
活
性
化
し
た
い
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初代のころから植えているという、とけん山公園の桜

小浜温泉湯まつりで、そろいの法被（紺色）に身を包んだメンバーの皆さん（写真は、平成２１年のもの）。代々、会長がみこしの上に乗るとのこと。

　

自
分
た
ち
の
仲
間
で
、
楽
し

い
こ
と
を
や
ろ
う
と
始
め
た
活

動
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
ま
ち
の
活

性
化
に
一
役
買
う
よ
う
に
な
っ

て
き
た
小
浜
青
年
交
友
会
の
皆

さ
ん
。今
で
も
、
そ
の
基
本
は
、

自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と

を
、楽
し
く
や
ろ
う
、と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
す
。最
後
に
、「
メ

ン
バ
ー
は
、
い
つ
で
も
募
集
し

て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
で
す
。ご
連
絡
は
、小

浜
温
泉
観
光
協
会
（
☎
０
９
５

７
-74
-２
６
７
２
）ま
で
、お
願

い
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か

　

今
回
は
、
小
浜
総
合
支
所

が
担
当
し
ま
し
た
。50
年
近

く
も
活
動
さ
れ
て
い
る
小
浜

青
年
交
友
会
。現
在
も
、
若
い

皆
さ
ん
が
、
活
発
に
活
動
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

湯
ま
つ
り
の
写
真
を
見
る

と
、
皆
さ
ん
す
て
き
な
笑
顔

を
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分
た

ち
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
自
然
と
笑

顔
に
な
り
、
そ
の
笑
顔
で
周

り
の
人
た
ち
ま
で
も
笑
顔
に

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

先
輩
か
ら
引
き
継
が
れ
た

笑
顔
で
の
活
動
が
、
未
来
へ

と
続
き
、
多
く
の
人
が
雲
仙

市
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

今
回
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
川
上
会
長
さ
ん
、

松
武
副
会
長
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
も
一言小浜総合支所

市民生活課
冨永　美紀　主査

小浜青年交友会
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申
告
が
必
要
な
人

◆
所
得
税
の
確
定
申
告

①
事
業（
農
業
、商
業
な
ど
）所
得

の
あ
る
人

②
不
動
産
所
得（
地
代
、
家
賃
な

ど
）の
あ
る
人

※
①
、②
の
所
得
が
あ
る
人
で
、
所

得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額（
社

会
保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
）
の
合
計
額
を
超
え
な
い
人

は
、所
得
税
で
は
な
く
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す

③
給
与
収
入
が
あ
る
人
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
医
療
費
控
除
、住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
人

▼
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の
後

就
職
し
て
い
な
い
人

▼
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20

万
円
を
超
え
る
人

▼
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
を
受
け
、年
末
調
整
さ
れ
て

い
な
い
給
与
の
支
払
額
が
20

万
円
を
超
え
て
い
る
人

▼
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

④
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
●
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
人

●
所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
）の
適
用
を

受
け
る
人

※
任
意
契
約
の
「
個
人
年
金
」
や
生

命
保
険
料
の
満
期
返
戻
金
を
受

け
取
っ
た
人
は
、申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す

◆
市
県
民
税
の
申
告

　

平
成
23
年
１
月
１
日
に
雲
仙

市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、次
の
①

〜
⑥
に
該
当
し
な
い
人

①
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
人
（
事
業

所
な
ど
の
支
払
者
か
ら
雲
仙

市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り

ま
す
）

③
事
業
専
従
者
給
与
の
み
の
人

④
年
金
収
入
の
み
の
人
で
、収
入

金
額
が
１
４
８
万
円
以
下
の

人（
65
歳
未
満
の
人
は
、
収
入

金
額
が
98
万
円
以
下
の
人
）

⑤
雲
仙
市
内
に
い
る
親
族
の
税

申
告
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人

⑥
平
成
23
年
１
月
１
日
に
生
活

保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

る
人

※
収
入
が
な
い
人
で
も
、右
の
①
〜

⑥
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す

◎
申
告
が
な
い
場
合
、国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
の
人
は「
国
民

健
康
保
険
税
の
減
額
」が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、「
所
得
・

課
税
証
明
書
」も
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
平
成
22
年
１
月
〜
12
月
ま
で

の
収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書

類▼
給
与
、
年
金
、
報
酬
な
ど
の

「
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）」
や

「
支
払
証
明
書
」

▼
配
当
所
得
な
ど
の
「
利
益

配
当
金
領
収
書
」や「
支
払

調
書
」、
生
命
保
険
満
期
返

戻
金
の「
支
払
証
明
書
」な

ど
▼
資
産
を
売
却
し
た
人
は「
売

買
契
約
書
」、
公
共
事
業
の

た
め
に
資
産
を
売
却
し
た

人
は「
公
共
事
業
用
資
産
の

買
取
等
の
証
明
書
」

▼
免
税
の
対
象
と
な
る
肉
用

牛
を
売
却
し
た
人
は「
肉
用

牛
売
却
証
明
書
」

③
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
は「
収
支
内
訳
書
」

④
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書
類

▼
国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
の「
控
除
証
明

書
」

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
「
医
療
費
の
明
細
書
（
封

筒
）」
と
「
医
療
費
の
領
収

書
」

▼
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
る
人
は
「
契
約
書
」

「
住
民
票
」「
登
記
事
項
証

明
書
」「
住
宅
取
得
資
金
に

か
か
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書
（
金
融
機
関
発

行
）」　

な
ど

⑤
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、本
人
名
義
の「
預
金
通
帳
」

☆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
の「
収
支
内
訳
書
」、医

療
費
控
除
を
適
用
す
る
た
め

の「
医
療
費
の
明
細
書
」は
、事

前
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。書

類
は
、税
務
署
・
市
役
所
税
務

課
・
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
に
あ
り
ま
す
。

市県民税の申告、
所得税の確定申告は忘れずに

《受付期間》２月１６日（水）～３月１５日（火）
※土曜日、日曜日を除く

問 税務課　市民税班（☎３８-３１１１）

● 広報うんぜん
平成23年2月16



た
ど
れ
ば
わ
か
る
！
あ
な
た
は
申
告
が
必
要
？

スタート
平成２３年１月１日
現在、雲仙市に居
住していましたか。

主に給与である。公的年金等のみ
である。

給与・公的年金等
以外に事業など
の収入がある。

非課税収入のみ
（遺族年金・障害年金・
失業給付金・児童扶
養手当など）

平成２２年中
に収入があり
ましたか。

収入の種類は、次のうちどれですか。

次のうち、ど
ちらに該当し
ますか。

土地などの
譲渡所得が
ある。

次のうち、どちらに
該当しますか。

営業所得・農業所
得・不動産所得・雑
所得・一時所得な
どがある。

年金の収入金額が
１４８万円（６５歳
未満の人は９８万
円）を超えていま
すか。

○給与所得以外の所得が２０
万円を超える人

○医療費控除、住宅借入金
等特別控除などの適用を
受ける人

○年末調整をしなかった人
○年の途中で退職し、その
後就職していない人

○２箇所以上から給与の支
払を受け、年末調整され
ていない給与の支払額が
２０万円を超える人
○給与収入が２，０００万円を
超える人

１箇所からの給与所得のみ
で、年末調整時の内容に変
更のない人

給与所得以外の所得が２０
万円以下の人

平成２３年１月１日居住地
の市区町村または税務署
にお尋ねください。

市外にいる親族の税申告
上の扶養になっている、ま
たは誰の税申告上の扶養
にもなっていない。

市内にいる親族の税申告
上の扶養になっている。

は　い

次のうち、どれに該当しますか。

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

所得の合計額が
所得控除の合計
額より大きいです
か。

いいえ

は　い

は　い いいえ

所得税が源泉徴収
されていますか。

所得税の確定申告
が必要です。

市県民税の申告が
必要です。

※国保税や保育料算定の
基礎資料にもなります。申
告がないと、国保税の減
額措置が受けられません

※収入が公的年金等のみ
の人は、所得税が還付さ
れる場合があります

※税務署から確定申告書
が届いた人は、所得税が
かからなくても確定申告が
必要な場合があります

※所得控除（社会保険料
控除、扶養控除など）の適
用をすでに受けている場
合、申告は不要です

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

市県民税の申告、
所得税の確定申告
は必要ありません。

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

※ご不明な点などにつきましては、税務課市民税班（☎３８-３１１１）までお尋ねください。
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市県民税の申告、所得税の確定申告は忘れずに

申
告
相
談
の
日
程
と
会
場

い
ず
れ
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

例
年
、期
間
の
後
半
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申告時の留意事項
各会場では、大変混雑することが予想されます。
会場の混雑緩和のため、次の事項にご協力ください。

詳しくは、税務課市民税班（☎38-3111）にお尋ねください。

《受付期間》２月１６日（水）～３月１５日（火）

《受付時間》　午前９時～11時、午後１時～４時
下記日程表で、●がついた会場で申告相談を行っています。

※土曜日、日曜日を除く

国見総合支所別館

会　場

会　場

瑞穂総合支所
吾妻町ふるさと会館
愛野総合支所
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所別館

16

● ● ● ●

17 18
水

19
木

20
金

21
土

22
日 日 月

23
月

24
火

25
水

26
木

27
金

28
土

国見総合支所別館
瑞穂総合支所
吾妻町ふるさと会館
愛野総合支所
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所別館

1

２月

３月

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●
●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●● ● ●

●

●
● ●

● ● ●

● ● ● ●

2 3
火

4
水

5
木

6
金

7
土

8
日

9
月 月 火

10
火

11
水

12
木

13
金

14
土

15
日

○ご自分が市県民税の申告または所得税の確定申告のいずれかが必要であるかどうかは、17ページの「たど
ればわかる！あなたは申告が必要？」を参考にしてください。
○上の表で●がついていない日は、その会場での申告相談を行っていませんので、ご注意ください。
○事業所得の収支計算や医療費控除の計算などにつきましては、領収書の計算などを事前に済ませてからご
来場ください。
○青色申告者については、市役所での受け付けは行いません。各自で税務署へ提出してください。ただし、記入
済みの申告書を持参された場合は、そのまま預かり税務署へ提出します。

「確定申告書等作成コーナー」
の画面の案内に従って、金
額などを入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税、
消費税の申告書や青色申告
決算書などが作成できます。

※

※３月２日（水）の小浜会場は、雲仙やまびこ会館となります

国税庁ホームページの
確定申告書等作成コーナーで
申告書の作成ができます。

www.nta.go.jp 検　索確定申告
Click!
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○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成23年4月1日現在とします。
○平成23年度予算が議決されない場合は、採用できないことがあります。
○各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。
○申込方法…担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「嘱託職員
申込書」に写真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、人事課または各
総合支所に提出してください。
○選考方法及び選考日
　　一次試験（教養または適性試験） …2月27日（日）
　　二次試験（面接試験） ………………3月 6日（日）

1　広報関係情報処理事務補助 政策企画課（0957-38-3111）
業 務 内 容 ホームページ更新業務／防災行政無線放送業務および事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　政策企画課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）ができる人

2　公用車運転及び保守点検等業務 政策企画課（0957-38-3111）
業 務 内 容 公用車運転業務・公用車保守点検業務および事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　政策企画課 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　204,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・大型自動車運転免許を有する人・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人

3　雲仙メモリアルホール及び雲仙やまびこ会館管理業務 観光物産まちづくり推進課（0957-38-3111）
業 務 内 容 施設利用申請受付事務／施設の管理／施設および敷地内の清掃
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 雲仙やまびこ会館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・小浜町に在住の人

4　社会保険労務士業務 人事課（0957-38-3111）
業 務 内 容 社会保険労務に関する業務および事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　人事課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　189,500円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・社会保険労務士の資格を有する人・普通自動車運転免許を所有している人

嘱託職員募集【雇用期間　平成23年4月1日～平成24年3月31日】

平成23年度　嘱託職員等募集
市では、平成23年度の嘱託職員の募集を行います。

各種申込受付期間

2月1日（火）～17日（木）
午後5時15分まで

※郵送する場合は、申込受付期間内必着
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5　工事検査及び成績評定事務補助 工事検査室（0957-38-3111）
業 務 内 容 工事検査業務及び工事成績評定業務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 工事検査室 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人

6　駐車場管理業務 管財課（0957-38-3111）

業 務 内 容
駐車場の整理／事故防止のため誘導案内／駐車中の自動車の盗難防止／駐車場内での不法行為の取
り締まり／駐車場内外の清掃および花壇などの維持管理に関すること／駐車料金の徴収（翌日まで
に雲仙市に納入すること）

勤 務 日 月曜日～土曜日（12月31日から1月3日までを除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時～午後6時（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜総合支所 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　113,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

7　宿日直業務（庁舎） 管財課（0957-38-3111）

業 務 内 容
庁舎内外および別館の巡視、警備、戸締り点検／電話および外来者の応対／各施設の鍵の貸し出し、
返却の確認／国旗、市旗の掲揚と降納／緊急用務（火災、災害、気象警報）連絡／各種届の受付／
税の証明書などの交付事務／火葬許可の発行および事務連絡など

勤務日・時間
平日は、午後5時から翌日午前8時30分まで
土、日、祝日および年末年始は、午前8時30分から
翌日の午前8時30分まで（仮眠時間あり、交代制）

募 集 人 員 8人

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 本庁（吾妻）、国見庁舎、瑞穂庁舎、愛野庁舎、千々
石庁舎、小浜庁舎、南串山庁舎 選 考 方 法 適性、面接

報 酬 月額　143,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・それぞれの施設のある町に在住の人

8　宿日直業務（ふるさと会館） 管財課（0957-38-3111）

業 務 内 容 庁舎内外および別館の巡視、警備、戸締り点検／電話および外来者の応対／各施設の鍵の貸し出し、
返却の確認／国旗、市旗の掲揚と降納／会館多目的ホールの使用に関することなど

勤務日・時間
平日は、午後5時から翌日午前8時30分まで
土、日、祝日および年末年始は、午前8時30分から
翌日の午前8時30分まで（仮眠時間あり、3人輪番制）

募 集 人 員 2人

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 吾妻町ふるさと会館 選 考 方 法 作文、面接
報 酬 月額　143,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・吾妻町に在住の人

9　清掃業務（瑞穂総合支所） 瑞穂総合支所（0957-77-2111）
業 務 内 容 庁舎内各施設の清掃／庁舎外の除草と清掃／トイレ、給湯室のゴミ処理／機器管理業務
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時00分～正午 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 瑞穂総合支所 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　80,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人
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10　徴収、納税相談事務補助 収納推進課（0957-38-3111）
業 務 内 容 市税などおよび延滞金などの徴収／納税の相談や催促業務
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（時差出勤あり） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　収納推進課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　181,900円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・税に関する知識などがある人・普通自動車運転免許を所有している人

11　保健師業務 健康づくり課（0957-38-3111）
業 務 内 容 市の保健事業／自殺対策事業
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　健康づくり課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　204,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格

・22歳以上65歳未満の人
・保健師免許を所有している人または平成23年3月に学校卒業見込みでかつ平成23年春の国家試験で
保健師免許を取得見込みの人
・普通自動車運転免許を所有している人

12　運動指導士業務 市民窓口課（0957-38-3111）
業 務 内 容 特定健診、特定保健指導事業
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間
午前8時30分～午後5時15分
（業務に応じ勤務時間が変更となる場合がある。
ただし、1日の勤務時間は7時間45分以内。）

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所  市役所および各事業会場 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　166,800円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・健康運動指導士もしくは健康運動実践指導者などの資格を有する人・普通自動車運転免許を所有している人

13　環境監視員業務 環境政策課（0957-38-3111）

業 務 内 容 不法投棄パトロール（自家用車による）／ EM培養作業（月2～ 3回）／ストックハウスでのごみ
分別指導（月2回、日曜日）

勤 務 日 ①月10日（任意）②月2回（日曜日） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 ①1日当たり4時間②午前8時30分～午後0時30分
（ストックハウス） 社会保険等 なし

勤 務 場 所 瑞穂町内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　52,400円 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・普通自動車運転免許を所有し、自家用車を所有している人

14　雲仙市野犬捕獲及び不法投棄ごみ回収業務 環境政策課（0957-38-3111）
業 務 内 容 捕獲器設置作業／捕獲犬搬送／一斉捕獲作業時の補助／不法投棄ごみ回収、仕分け、処理作業など
勤 務 日 月10日 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 なし
勤 務 場 所 市内全域 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日額　10,900円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・普通自動車運転免許（オートマ限定を除く）を所有している人

21● 広報うんぜん
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15　廃棄物関係業務 環境政策課（0957-38-3111）
業 務 内 容 ペットボトル回収作業／不法投棄回収作業／ゴミ袋納品作業など
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　環境政策課 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人・普通自動車運転免許（オートマ限定を除く）を所有している人　・2トンダンプの運転あり

16　火葬及び管理業務 環境政策課（0957-38-3111）
業 務 内 容 火葬業務全般／施設の整備、維持管理、清掃、除草、防火および危険物管理／消防設備保守点検など

勤 務 日 ①月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
②①以外の勤務日あり 募 集 人 員 2人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 瑞穂斎苑 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　242,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所
応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人

17　手話通訳業務 福祉課（0957-36-2500）

業 務 内 容 庁舎内外での手話通訳／手話奉仕員養成講座従事／手話サークルの立ち上げ支援／視覚、聴覚障害
者への相談支援

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間

午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務）
事業の内容により勤務時間を変更する場合あり。
ただし、1日の勤務時間は7時間45分以内とし、週
38時間45分を越えないものとする。

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 福祉事務所　福祉課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　166,800円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満で通勤可能な人　・長崎県登録手話通訳者で手話通訳経験年数3年以上・普通自動車運転免許を所有している人　・手話奉仕員養成講座（夜間）へ従事できる人

18　母子相談業務 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容
・配偶者のいない女子で、現に児童を扶養している者等の相談に応じ、その自立に必要な情報提
供、指導、支援を行う。
・要保護女子など（DV被害者を含む）の早期発見に努め、相談、指導、支援を行う。

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 福祉事務所　子ども支援課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　166,800円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人・普通自動車運転免許を所有している人

19　栄養相談、栄養指導等業務 子ども支援課（0957-36-2500）
業 務 内 容 母子保健事業における栄養相談および健康教育
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 福祉事務所　子ども支援課　ほか 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　166,800円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人・普通自動車運転免許を所有している人　・栄養士または管理栄養士の資格を有する人

● 広報うんぜん
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20　国見農村環境改善センター日直業務及び夜間管理業務 農林水産課（0957-38-3111）
業 務 内 容 国見農村環境改善センター日直業務および夜間管理業務

勤 務 日 日直：休館日を除く土日祝日（2人交代制）　夜勤：休館日を除
く毎日（2人交代制）　※休館日：第1、3日曜日および年末年始 募 集 人 員 2人

勤 務 時 間 日直：午前8時30分～午後5時15分
夜勤：午後5時15分～午後10時15分 社会保険等 雇用保険

勤 務 場 所 国見農村環境改善センター 選 考 方 法 適性、面接

報 酬 日直：日給　5,900円　夜勤：時給　680円
（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

21　登記事務補助 用地課（0957-38-3111）
業 務 内 容 登記事務
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　用地課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人・登記事務（所有権移転登記など）経験者　・普通自動車運転免許を所有している人

22　公金収納事務補助 会計課（0957-38-3111）
業 務 内 容 南串山総合支所での公金収納事務および一般事務
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 南串山総合支所 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・市役所

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・一般事務と経理事務ができる人・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人　・金融機関経験者

23　保育業務 土黒保育所（0957-78-2274）
業 務 内 容 保育士業務
勤 務 日 月曜日～土曜日（保育所が指定する日、祝日、年末年始を除く）募 集 人 員 6人
勤 務 時 間 午前7時30分～午後6時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 土黒保育所 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　166,800円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・保育士資格を有する人

24　スクールサポーター業務 学校教育課（0957-37-3113）

業 務 内 容

小中学校における次の①～⑤の業務　①児童の学習活動への支援（○学習のつまずきの解消、学習
意欲向上のための支援○特別な教育的配慮を要する児童生徒に対する学習支援、安全確保、介助　
など）、②生徒・保護者などとの教育相談（○学校での生徒との積極的なふれあい○日常の話し相
手や悩み相談への対応　など）、③不登校児童生徒への支援（○学級担任などとの連携による自立
活動支援○雲仙市児童生徒サポーターとの連携による不登校児童生徒への支援　など）、④読書活
動推進の支援（○読み語り、読書会の実施○学校図書館の環境整備・充実、読書環境の整備　など）、
⑤その他、校長が指示する教育活動支援

勤 務 日 月曜日～金曜日（年間220日以内） 募 集 人 員 9人
勤 務 時 間 校長が指定する時間（1日あたり5時間30分勤務） 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 市内小中学校 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 時給　730円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎

応 募 資 格
18歳以上65歳未満の人で、以下のいずれかに該当する人
①学校教育活動への関心が高く、子どもへの支援活動に強い情熱を持っている者
②将来・教員になることを強く志望している者　③教員経験者　　など
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25　鍋島邸受付管理業務 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 鍋島邸施設管理／施錠管理／受付（入場料徴収）業務／施設説明、案内など
勤 務 日 火曜日～日曜日（隔週2交代勤務、年末年始を除く）募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前9時00分～午後5時45分（7時間45分勤務） 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 国見町鍋島邸 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　113,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・隔週勤務および土日祝日に勤務可能な人

26　埋蔵文化財発掘調査業務 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 埋蔵文化財発掘調査業務全般
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 雲仙市歴史資料館　国見展示館 選 考 方 法 教養（実技）、面接
報 酬 月額　204,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎

応 募 資 格
・学芸員（考古学専攻）の資格を有する人または3月までに取得予定の人
・発掘調査に調査員として参加経験がある人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人
・普通自動車運転免許を所有している人　 ・22歳以上65歳未満の人

27　千々石町公民館事務補助 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理、運営／図書室運営および講座等の企画運営など
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分または午前9時15分～午
後6時（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 千々石町公民館 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人

28　移動図書業務 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 移動図書館車運転／図書室運営業務など
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜駐在 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人　・普通自動車運転免許（オートマ限定を除く）を所有している人

29　小浜町文化館図書業務 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理、清掃作業／図書室運営など
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前10時～午後6時（7時間勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜町文化館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　132,700円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算など）のできる人

30　公民館管理業務（土日祝日） 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理、清掃作業／図書室運営など

勤 務 日 土曜日、日曜日および祝日（年末年始を除く）
（交代勤務　月3日程度） 募 集 人 員 各1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（7時間45分勤務） 社会保険等 なし
勤 務 場 所 瑞穂町公民館　愛野町公民館　千々石町公民館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日額　5,900円（2キロ以上は別途通勤手当有） 選考日・場所 2月27日（日）・千々石庁舎
応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
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○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成23年4月1日現在とします。
○平成23年度予算が議決されない場合は、採用できないことがあります。
○各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。
○申込方法…担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「臨時職員
申込書」に写真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、人事課または各
総合支所に提出してください。

平成23年度　臨時職員等募集
市では、平成23年度の臨時職員の募集を行います。

各種申込受付期間

2月1日（火）～17日（木）
午後5時15分まで

※郵送する場合は、申込受付期間内必着

1　愛野保健福祉センター健康増進室管理業務 健康づくり課（0957-38-3111）
業 務 内 容 一般事務および施設利用対応／電話対応／清掃など 募 集 人 員 3人
勤 務 日 3人交代制、1人10日／月程度の勤務（年末年始を除く） 社会保険等 雇用保険
勤 務 時 間 午前9時～午後5時 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 愛野保健福祉センター

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

2　吾妻保健センター清掃業務 健康づくり課（0957-38-3111）
業 務 内 容 施設の清掃 募 集 人 員 1人
勤 務 日 毎週月曜日（祝日・年末年始を除く） 社会保険等 なし
勤 務 時 間 午前9時～午後4時 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 吾妻保健センター

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 日給　6,000円（2キロ以上は別途通勤手当有）

3　南串山保健福祉センター夜間管理業務 健康づくり課（0957-38-3111）
業 務 内 容 施設利用対応／電話対応／清掃など 募 集 人 員 2人

勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）2人交代制、1人13日
／月程度の勤務 社会保険等 雇用保険

勤 務 時 間 午後5時～午後10時 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 南串山保健福祉センター

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

4　公民館管理業務（夜間） 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設等の管理／電話対応／清掃など 募 集 人 員 各1人
勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）（交代制、月10日程度）社会保険等 なし
勤 務 時 間 午後5時15分～午後10時15分（5時間勤務） 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 瑞穂町公民館、愛野町公民館、千々石町公民館

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

5　国見町文化会館管理業務（夜間） 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設等の管理／電話対応／清掃など 募 集 人 員 2人

勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）2人交代制、月13日
程度の勤務 社会保険等 なし

勤 務 時 間 午後5時15分～午後10時15分（5時間勤務） 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 国見町文化会館

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

6　吾妻町ふるさと会館図書業務（土日祝日） 生涯学習課（0957-37-3113）
業 務 内 容 施設等の管理／清掃作業／図書室運営など 募 集 人 員 1人
勤 務 日 土曜日、日曜日および祝日（年末年始を除く） 社会保険等 な し
勤 務 時 間 午前10時～午後6時（7時間勤務） 選 考 方 法 面接
勤 務 場 所 吾妻町ふるさと会館

応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

臨時職員募集
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7　吾妻体育館トレーニング指導業務 スポーツ振興課（0957-37-3113）

業 務 内 容
トレーニング室利用者の受付／トレーニング機器の取り
扱い説明／トレーニング指導／パソコンを使った簡単な
文書作成や統計処理など

募 集 人 員 3人

勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）（2勤1休） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 時 間 ①午前10時～午後4時　②午後4時～午後10時 選 考 方 法 書類審査、面接
勤 務 場 所 雲仙市吾妻体育館 応 募 資 格 20歳以上65歳未満の人賃 金 時給　730円（2キロ以上は別途通勤手当有）

8　吾妻体育館夜間管理業務 スポーツ振興課（0957-37-3113）

業 務 内 容 体育施設利用申請受付／吾妻体育館管理業務／巡視、閉
館に伴う戸締りなど 募 集 人 員 2人

勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）（1勤1休） 社会保険等 なし
勤 務 時 間 午後5時～午後10時15分 選 考 方 法 書類審査、面接
勤 務 場 所 雲仙市吾妻体育館 応 募 資 格 20歳以上65歳未満の人賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）

9　乳幼児健康診査等業務（歯科衛生士） 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容
1歳6カ月児健康診査／ 3歳児健康診査／赤ちゃん健康相
談／パパママひろば／ 2歳児親子歯科健康診査（ブラッ
シング指導・むし歯予防に関する指導）

勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

募 集 人 員 若干名

登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 社会保険等 なし
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて採用。 応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・歯科衛生士の資格を有する人賃 金 時給　950円（2キロ以上は別途通勤手当有）

10　乳幼児健康診査業務（保育士） 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6カ月児健康診査／ 3歳児健康診査（健診中の子ども
のお遊び・母子関係の相談）

勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど
募 集 人 員 若干名

登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 社会保険等 なし
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて採用。 応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・保育士の資格を有する人賃 金 時給　890円（2キロ以上は別途通勤手当有）

11　乳幼児健康診査業務（保健師） 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6カ月児健康診査／ 3歳児健康診査／赤ちゃん健康相
談（相談・健診時の保健指導）

勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど
募 集 人 員 若干名

登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 社会保険等 なし
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて採用。 応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・保健師の資格を有する人賃 金 時給　1,100円（2キロ以上は別途通勤手当有）

12　乳幼児健康診査及び集団予防接種業務（看護師） 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容 集団予防接種（ポリオ）の準備・診察介助／ 1歳6カ月
児健康診査／ 3歳児健康診査（診察介助） 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて採用。 社会保険等 なし

賃 金
正看護師　時給　980円
准看護師　時給　890円
（共に2キロ以上は別途通勤手当有）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・看護師（正・准）の資格を有する人

13　乳幼児健康診査等業務（栄養士又は管理栄養士） 子ども支援課（0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6カ月児健康診査／ 3歳児健康診査／赤ちゃん健康相
談／栄養指導 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて採用。 社会保険等 なし

賃 金
管理栄養士　時給　1,020円
栄養士　　　時給　  890円
（共に2キロ以上は別途通勤手当有）

応 募 資 格
・18歳以上65歳未満の人
・栄養士または管理栄養士の資格を有
する人

14　補助事務 人事課（0957-38-3111）
業 務 内 容 一般事務 勤 務 場 所 本庁および各総合支所など
登 録 期 間 平成23年4月1日～平成24年3月31日 賃 金 時給　680円（2キロ以上は別途通勤手当有）
勤務日・時間 登録後、必要に応じ連絡します。 応 募 資 格 18歳以上65歳未満の人
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０５０-３３８３-５３２４法テラス雲仙法律事務所
１月１１日、小浜総合支所３階に開設されました。
（日本司法支援センター長崎地方事務所雲仙地域事務所）

法テラスは、国が開設する公的な機関で、法的トラブル解決のための総合案内所。県内では、７か所目の設置となります。
雲仙法律事務所では、柿木翼（かきのき たすく）弁護士と２人の職員が常駐し、業務にあたります。

　

刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
、国

民
の
皆
さ
ま
が
ど
こ
で
も
法

的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
必

要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

よ
う
と
い
う
構
想
の
も
と
、

総
合
法
律
支
援
法
に
基
づ
き
、

平
成
18
年
４
月
10
日
に
設
立

さ
れ
た
法
務
省
所
管
の
公
的

な
法
人
。そ
れ
が
、日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー（
愛
称
・
法
テ

ラ
ス
）
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に

合
わ
せ
て
、解
決
に
役
立
つ

法
制
度
や
地
方
公
共
団
体
、

弁
護
士
会
、司
法
書
士
会
、消

費
者
団
体
な
ど
の
関
係
機
関

の
相
談
窓
口
を
法
テ
ラ
ス・コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０

０
７
８
３
７
４
）や
全
国
の

法
テ
ラ
ス
地
方
事
務
所
に
て
、

無
料
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す

（
情
報
提
供
業
務
）。

　

ま
た
、経
済
的
に
余
裕
の

な
い
人
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
っ
た
と
き
に
、無
料
法
律

相
談
や
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
・
司
法
書
士
費
用
な
ど
の

立
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す

（
民
事
法
律
扶
助
業
務
）。

　

こ
の
ほ
か
、犯
罪
の
被
害

に
あ
わ
れ
た
人
な
ど
へ
の
支

援（
犯
罪
被
害
者
支
援
業
務
）

な
ど
、総
合
法
律
支
援
法
に

定
め
ら
れ
た
５
つ
の
業
務
を

中
心
に
、公
益
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す（
ほ

か
に
司
法
過
疎
対
策
業
務
、

国
選
弁
護
等
関
連
業
務
が
あ

り
ま
す
）。

法
テ
ラ
ス
雲
仙
法
律
事
務
所

　
　

常
勤
弁
護
士　

柿
木　

翼

　

法
テ
ラ
ス
雲
仙
法
律
事
務
所

に
着
任
し
ま
し
た
、弁
護
士
の

柿
木
翼
と
申
し
ま
す
。出
身
は
、

鹿
児
島
県
で
す
。

　

私
は
、大
学
時
代
に
、離
島
で

の
法
律
相
談
を
経
験
し
、弁
護

士
に
な
っ
た
ら
司
法
過
疎
問
題

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

た
こ
と
か
ら
、全
国
各
地
に
法

律
事
務
所
を
置
く
、「
法
テ
ラ
ス
」

の
常
勤
弁
護
士
を
志
願
し
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、出
身
地
で
あ
る

九
州
の
事
務
所
に
赴
任
す
る
こ

と
に
な
り
、と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
に
は
、こ
れ
ま
で
法

律
事
務
所
が
な
く
、弁
護
士
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。し
か
し
実
際
は
、ア
ク
セ
ス

ど
こ
ろ
か
、弁
護
士
に
相
談
す

る
と
い
う
発
想
す
ら
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。し
た
が
っ
て
、法
律

事
務
所
が
で
き
た
と
言
っ
て
も
、

多
く
の
か
た
に
と
っ
て
、弁
護

士
に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
だ
気
軽
に
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、法
テ
ラ
ス
雲
仙
法

律
事
務
所
は
、雲
仙
市
役
所
小

浜
総
合
支
所
の
建
物
内
に
あ
り

ま
す
。市
役
所
を
訪
れ
る
の
に
、

身
構
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に「
法
テ
ラ
ス
雲
仙
」を
訪

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、私
も
、皆
さ
ん
に「
こ

れ
ま
で
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、と
り

あ
え
ず
相
談
で
き
る
場
所
が
見

つ
か
っ
た
」「
何
か
あ
っ
た
ら
、

と
に
か
く
相
談
し
よ
う
」と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

開設にあたり、１月６日に奥村市長を訪問した、柿木弁護士（中央）と
法テラス長崎の國弘所長（右）

http://www.houterasu.or.jp

身近な法律のこまりごと、お気軽にお問い合わせください。

業 務 時 間
情報提供受付

…９：００～１２：００、１３：００～１７：００
…９：００～１２：００、１３：００～１６：００
（土曜、日曜、祝日と年末年始を除く）

お な や み な し
コールセンター（全国共通）

０５７０-０７８３７４
犯罪被害者支援ダイヤル

０５７０-０７９７１４
平日９：００～２１：００  土曜９：００～１７：００
利用料：０円　通話料：全国一律３分８．５円

な く こ と な い よ

法律によってトラブル解決へと進む道を指し示
すことで、相談する方々のもやもやとした心に
光を「照らす」場という意味と、悩みを抱えてい
る方々にくつろいでいただける「テラス」（さん
さんと陽が差し、気持ちの良い場所というイ
メージを持つ）のような場所でありたいという
意味も込めて法テラスと名づけました。
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雲
仙
市
の
家
計
簿

平
成
21
年
度
決
算
状
況

平
成
21
年
度
の
歳
入（
収
入
）と
歳
出（
支
出
）が
確
定

し
、12
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
に
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、報
告
し
ま
す
。　

企
業
会
計
を
除
い
た
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
４
１
２
億
９
５
２
６
万
円
、歳
出
決
算
額
は
３

９
８
億
３
２
１
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
平
成

20
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、歳
入
で
は
５
・
９
％

の
増
、歳
出
で
は
７
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

雲
仙
市
で
は
昨
年
度
、ど
ん
な
事
に
お
金
を
使
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
一
般
会
計
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

市税
３５億９，４５０万円
（１１．９％）

分担金及び負担金
３億１，０７０万円
（１．０％）

使用料及び手数料
２億２，０４３万円
（０．７％）

繰越金
１８億２，６７９万円
（６．０％）

繰入金、諸収入など
１０億２，２９８万円
（３．４％）

地方交付税
１２３億９，８９７万円
（４０．９％）

国庫支出金
４４億７，５７４万円
（１４．８％）

県支出金
１９億１，２７１万円
（６．３％）

その他（地方譲与税など）
９億１，１３６万円
（３．０％）

自主財源
（２３．０％）

依存財源
（７７．０％）

歳
入

　

歳
入
の
構
成
比
を
見
て
み
る
と
、
自
主
財

源
は
全
体
の
歳
入
の
う
ち
23
・
０
％
に
と
ど

ま
り
、
依
存
財
源
に
大
き
く
偏
っ
た
歳
入
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
と
は
、
市

税
を
は
じ
め
、
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

お
金
で
す
。
一
方
、
依
存
財
源
と
は
、
国
や

県
か
ら
も
ら
う
お
金
や
、
借
金
に
よ
っ
て
ま

か
な
っ
た
り
す
る
お
金
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
市
税
の
総
額
は
35
億
９
４
５
０
万
円
と

[歳入] 総額 ３０３億２，１７８万円
　　　　　　（対前年度比　１３．５％増）

一
般
会
計
の
決
算
概
要

歳 出
292億   91万円
72億4,140万円
2,693万円

4億3,173万円
7億3,179万円
17億9,874万円
2億  491万円
1億8,464万円
1,112万円

398億3,217万円

歳 入
303億2,178万円
74億7,331万円
2,693万円

4億4,068万円
7億9,901万円
18億  872万円
2億1,941万円
1億8,780万円
1,762万円

412億9,526万円

会 計 区 分
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
と 畜 場 特 別 会 計
国民宿舎事業特別会計
温泉浴場事業特別会計
合 計

5億  337万円
4億  505万円
9,832万円

4億8,918万円
3億 177万円
1億8,741万円

収 入
収益的収入
資本的収入

支 出
収益的支出
資本的支出

○一般会計と特別会計○ ○企業会計○
【水道事業会計】

　平成21年度の市の税
収を市民１人当たりに
換算すると…

平成２２年３月３１日現在の住民基本
台帳ネットワーク人口（４９，０４５人）で
算出しています。

市民税

固定資産税

軽自動車税

市町村たばこ税

入湯税

2万6,228円

3万8,135円

2,614円

4,738円

1,575円

7万3,290円市税総額

市債
３６億４，７６０万円
　（１２．０％）
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民生費
７１億２，８６９万円
（２４．４％）

公債費
４４億９，９４８万円
（１５．４％）

総務費
５９億１，３０６万円
（２０．３％）

農林水産業費・商工費
２７億８，２３０万円
（９．５％）

土木費
３０億９，６５６万円
（１０．６％）

教育費
２４億９３万円
（８．２％）

衛生費
１７億８，６１０万円
（６．１％）

消防費
１３億１，８４３万円
（４．５％）

その他
２億７，５３６万円
（１．０％）

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
比
で
２
・
０
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
軽
自
動
車
税
が

軽
四
輪
乗
用
の
台
数
の
増
加
に
よ
り
２
・
７

％
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
が

評
価
替
え
の
影
響
な
ど
に
よ
り
２
・
９
％
の

減
、
た
ば
こ
税
が
２
・
６
％
の
減
、
入
湯
税

が
７
・
８
％
の
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

歳
出

　

歳
出
の
内
容
を
平
成
20
年
度
と
比
較
し
て

み
る
と
、
中
小
企
業
経
営
緊
急
安
定
対
策
事

業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
商
工
費
が
５
億
３

７
８
万
円
（
１
６
１
・
２
％
）
の
増
、
学
校

施
設
の
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
増
に
よ
り
、

教
育
費
が
６
億
２
７
０
２
万
円
（
35
・
３

％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
※

性

質
別
歳
出
で
み
る
と
、
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が

49
・
１
％
の
増
、
減
債
基
金
の
積
立
金
が
増

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
積
立
金
が

39
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

[歳出] 総額 ２９２億９１万円
　　　　　　（対前年度比　１７．３％増）

雲仙市の家計簿　－平成２１年度決算状況－

歳出額を市民１人当たりに換算してみると…
市民１人当たりに使われたお金　　５９万５，３９０円
平成２２年３月３１日現在の住民基本台帳ネットワーク人口（４９，０４５人）で算出

【民生費】
　１４万５，３５０円

【総務費】
　１２万５６４円

【公債費】
　９万１，７４２円

【教育費】
　４万８，９５４円

【土木費】
　６万３，１３７円

【農林水産業・商工費】
　５万６，７２９円

【衛生費】
　３万６，４１８円

【消防費】
　２万６，８８２円

【その他】
　５，６１４円

児童、高齢者、
障がい者など
の福祉に関す
る経費

全体的な管理、
徴税、選挙な
どに関する経
費

市の借金（ロ
ーン）の返済
にあてた経費

○貯金（基金残高）
　　３０万４，１３８円
　財源調整や借金を返す
ためのお金、また福祉や
農業など特定の目的に使
うお金を貯金しています。

○借金（市債残高）
　　６２万７，９８８円
　道路や学校など長期的
に使用する施設の建設を
する場合などに借り入れ
を行います。建設すると
きの市民だけでなく、今
後利用する市民にも負担
してもらうことで、負担
を公平にします。

学校教育、社
会教育に関す
る経費

道路や公園な
どの整備に関
する経費

農林水産業、
商工業、観光
の振興などに
関する経費

各種健診、ゴ
ミ処理、環境
対策に関する
経費

消防・防災に
関する経費

議会運営など
に関する経費

　平成21年度末現在の
市の貯金（基金残高）
と借金（市債残高）を
市民１人当たりに換算
すると…

平成２２年３月３１日現在の住民基本
台帳ネットワーク人口（４９，０４５人）で
算出しています。

市の
貯金と借金

※
性
質
別
歳
出

　

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の

　

義
務
的
経
費
や
、
普
通
建

　

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的

　

経
費
の
よ
う
に
、
経
費
の

　

経
済
的
性
質
に
着
目
し
た

　

歳
出
の
分
類
の
こ
と
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まちの話題

最優秀賞・優秀賞に輝いた皆さん

小さな点になるまで見つめました

←多比良緑の
　少年団の皆さん

木の枝を運んだり、→
倒木を運んだり、
もう大変！

←姿を現した池

よみがえれ　森林公園いこいの森
　12月12日、国見町多比良緑の少年団は、町内にあるいこいの
森清掃活動にチャレンジしました。ターゲットは「水辺の森」。「い
こいの森？どこにあっと？」。実は、いこいの森の存在を知って
いる住民は、そう多くありません。そんな森林公園をよみがえ
らせようと一念発起しました。
　水路は木の葉で埋まり、小道は雑草に覆われ、そこにあるは
ずの水源の池は全く見えません。2年生から6年生まで体力に応
じて持ち場を決め、整備活動に汗を流しました。初めて山に入
る子どももいて、最初はおっかなびっくりで及び腰。でも、み
るみるきれいになる小道や、茂みの中から現れるベンチなどに
勢いを得て、後半は実に積極的でした。
　ついに「まぼろしの池」が十数年ぶりに姿を現し、水辺の森
が復活しました。

熱い思いを熱弁
　12月4日、千々石町公民館で、第5回雲仙市少年の主張大会
が行われ、180人以上が集まった会場で、小学生7人、中学生
7人が熱い思いを発表しました。成績は次のとおりです。
【小学生の部】
　最優秀賞 春日亜子さん（南串第二小）『地域をきれいに』
　優秀賞 木場亮太さん（愛野小）『命のバトン』
【中学生の部】
　最優秀賞 小無田佳那さん（愛野中）『私達を包む奇跡』
　優秀賞 久米海斗（南串中）『お互いを支える』

　12月4日から10日までの人権週間に合わせて、市内
の各小学校で人権を考える集会が行われました。その中で、
今年は千々石第一小学校と千々石第二小学校、富津小学校
で人権紙ふうせんの打ち上げが行われました。紙ふうせんに
は人権の花であるひまわりの種を入れたメッセージ袋をつけ、
子どもたちの思いを託しました。
　後日、ふうせんが届いたという連絡が10数件あり、そのほ
とんどが熊本県阿蘇市周辺からでした。子どもたちの思いは届
いたようです。

咲かせよう！人権の花
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公民館がピッカピカ
　12月22日、愛野町文化協会の本村会長ほか30人
の皆さんによる愛野町公民館の大掃除が行われまし
た。この掃除は、利用者がお正月からきれいな施設
を使えるようにと、毎年続けられています。
　窓ガラスふき、障子の張り替えなどのほか、25日
には、小雪の降る中、木の剪定も行いました。

たすきをつなげ！寒空の下疾走
　12月12日、千々石町で第31回千々石中学生名対
抗駅伝大会が行われました。
　たくさんの地域の皆さんが応援する中、選手たち
は寒風をものともせず力強く駆け抜けました。
　優勝は北船津名、準優勝は木場名、3位は小倉名
でした。

毎年ありがとうございます 優勝した北船津名の選手の皆さん

重要文化材　世紀の大修理
　11月27日、国見町神代小路地区の鍋島邸（国指
定重要文化財）で市民を対象とした保存修理見学会
が行われました。
　当日は、65人が参加。約150年に一度のめったに
見ることができない重要文化財の修理の様子を見学
し、文化財の大切さなどを身近に感じることができ
ました。

作る楽しさ　食べる喜び
　12月21日、大正小学校の5年生から市内の学校給
食センター（国見・吾妻愛野・南部）へ、黒米10kg
ずつが贈呈されました。この米は、昨年、瑞穂町の
平田邦光さんの指導の下で行われた「米作り体験学
習（もみまきから稲刈り、脱こくまで）」で、子ど
もたちが収穫したものです。後日、黒米は各給食セ
ンターの献立に取り入れられました。

説明を聞き、さらに文化財への知識を深めます 一生懸命作った黒米が、贈呈されました
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歯の健康について
考えよう！

は げきじょう

康健 う
ん

ぜん
21推進

　

健
康
づ
く
り
課
で
は
、
成
人
を

対
象
に
健
康
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。

　
「
小
浜
町
生
き
生
き
健
康
教
室
」

と
「
南
串
山
町
げ
ん
き
塾
」
で
は
、

『
元
気
の
ヒ
ケ
ツ
は
ね
〜
高
齢
期

の
栄
養
〜
』
と
題
し
て
栄
養
士
が

講
話
を
実
施
。
三
食
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
て
、参
加
者
に
、

机
の
上
で
の
調
理
実
習
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
か
ら
数
人
の
グ
ル
ー

プ
ま
で
、
内
容
に
応
じ
て
、
保
健

師
や
栄
養
士
、
運
動
指
導
士
な
ど

が
出
張
し
て
講
座
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
38

３
１
１
１

糖分を多く含むものや歯にくっつきやすい食品は、むし歯菌の栄養に
なり、むし歯になる危険が高くなります。これに対し、食物繊維を多く
含んだ食品や歯ごたえのある食品は、歯の表面の汚れを落とす作用
があり、噛む事で歯を強くし、むし歯になりにくくします。さらに、歯
みがきすることで、しっかり食べかすやむし歯菌を取り除きましょう！

こ
れ
も
、

よ
か
ね
ぇ
〜

こ
れ
ば
、

入
れ
た
ら
ど
う
ね
…

市民窓口課　市民生活班（☎38-3111）問

◎相談は無料で、秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。

各種相談案内

■行政相談（相談員：行政相談委員）
～国の行政機関などの業務への苦情、
　　　　　　　　相談、要望はありませんか～
相 稲本委員 ９：００～１２：００時

国見総合福祉センター所
２月７日（月）、３月７日（月）日

相 城委員 ９：００～１２：００時
瑞穂町公民館所
２月８日（火）、３月８日（火）日

■人権擁護委員による「よろず相談所」
（相談員：人権擁護委員）

■遺言・契約等法律相談所（相談員：公証人）

～家庭内のもめごとや近所とのトラブルなど、
　　　　　　悩みや心配ごとはありませんか～

※相談日前日までに、予約が必要です

紙でできた食材を前に、献立を考える参加者の皆さん

９：００～１２：００時
吾妻町ふるさと会館所
３月１０日（木）日

相 公証人　林　久義

１３：００～１６：００時
愛野町公民館所
３月８日（火）日

相 …相談員 …日にち
…場所 …時間時所

日

９：００～１２：００時
国見農村環境改善センター所
２月１０日（木）日

相 荒木委員 １３：３０～１６：００時
吾妻老人憩の家所
２月９日（水）、３月９日（水）日

相 田尻委員 １３：３０～１６：００時
愛野保健福祉センター所
２月１８日（金）、３月１８日（金）日

相 八尋委員 １３：００～１６：００時
千々石総合支所相談室所
２月８日（火）、３月８日（火）日

相 中村委員 １３：００～１６：００時
小浜総合支所２階第２会議室所
２月２日（水）、３月２日（水）日

相 茂委員 １３：００～１５：００時
南串山総合支所別館第１会議室所
２月９日（水）、３月９日（水）日
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国保加入者で特定健診を受けていない皆さん！

職場健診（事業所健診）を受診した場合は
健診結果の写しを提出しましょう

　1日に必要な野菜の量は350ｇ以上です。しかし、平成18年度に実施された県民健康・栄養調査では
島原半島の1日の平均摂取量は242ｇで、約100ｇ不足していることがわかりました。

① 少量でも、満腹感を得られ、食べ過ぎを防ぐ。
② 野菜の食物繊維は糖質や脂質の吸収を緩やかにし、血糖値の上昇を抑える。
③ 野菜に含まれるビタミンCやβカロテンなどには抗酸化作用があり、動脈硬化を予防する。
④ 野菜や果物に含まれるカリウムは、ナトリウムの排泄を促す。
※食物繊維を多く含む野菜は、食事の始めに食べるのがおすすめです。

市民窓口課　国保年金班（☎38-3111）問

健康づくり課（☎38-3111）問

　40歳～ 74歳までの国保加入者で「職場健診」を受診している場合、健診結果の
写しを提出することで、「職場健診」を「特定健診」に置き換えることができます。
特定健診の受診率アップのため、ご協力をお願いします。

※医療機関での治療に伴う検査結果などは、特定健診とは内容が異なるため、受け付けることができません。

【提出期限】６月３０日
【提 出 先】本庁市民窓口課国保年金班または各総合支所市民生活課

康健 う
ん

ぜん
21推進特定保健指導シリーズ

～野菜の効果～

野菜350gの目安

ブロッコリー：ゆでたブロッコリーに、すりゴマと花かつおをまぶして1品！
レタス：鍋の具材の１つとして入れると、野菜の量を増やすことができます。
深ねぎ：3～4cmに切り、オーブントースターで焼くだけで立派な1品に！

両手１杯の緑黄色野菜
（１２０g）

両手２杯の淡色野菜
（２３０g）

と手に乗せると

この季節のおいしい野菜 簡単に野菜料理を増やすひと工夫を紹介します。
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◎健康づくり課　☎38－3111

◎子ども支援課　☎36－2500

「はたちの献血」キャンペーン

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
およごし力

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会千々石支部

材料（４人分） 作り方
ほうれん草 ………………1束
豆腐 ……………………1/3丁
ごま …………………小さじ2
味噌 …………………小さじ1
砂糖 …………………小さじ1

ほうれん草は、湯がいて、細かく切り、絞る。
豆腐は、よく水を切り、すり鉢でする。
味噌とごまも、それぞれを、すり鉢でよくすっ
ておく。
ほうれん草と豆腐、すりごまを混ぜ合わせる。
最後に、味噌と砂糖で味を整える。

①
②
③

④
⑤

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：57kcal、カルシウム：123㎎、食物繊維：2.5g、塩分：0.3g

※“白和え”と“およごし”の違いは、味噌が入っているかどうかです。ほうれん草の
代わりに、春菊などの季節の野菜を使っても、おいしくできあがります。
※カルシウムが豊富に含まれていますので、「骨粗しょう症」の予防にも効果が
期待できます。　

健康うんぜん２１を推進します
（毎月１９日は、食育の日です）

健康づくり課（☎３８-３１１１）問

康健 う
ん

ぜん
21推進

冷たい風が吹き荒れ、寒さが厳しくなる冬。暖かい室内で過ごしがちで、運動不足になる人もいるかもし
れません。体力だけでなく病気に対する抵抗力も低下する冬の健康管理には一層の気配りが必要です。

《対策》
居間、脱衣所、お風呂場、トイレなど、家の各場所の温度差をなるべく
少なくすることが大切です。例えば・・・
　○脱衣所を温風機などで暖めておく
　○入浴前にお風呂のふたを開けておく
　○浴室の床にお湯をまいて、浴室全体を暖めておく
　○トイレに行く際には、上着を羽織る
など、暖かくすることを意識しましょう。

冬の寒さは人の活動を鈍らせます。また、血管を収縮させて、血圧を上げます。人は、寒い場所に出たときに
身を縮めますが、同じことが、血管にも起こっています。
また、寒さだけでなく、温度差も血管に大きな負担をかけます。温度差が大きいと、血管の拡張と収縮が急
激に行われるため、血圧も急激に変化し、これが心臓や脳血管の障害を引き起こしてしまいます。

の健康管理

冬の健康管理に留意し、快適な冬の生活を過ごせるよう、工夫してみてくださいね。

温度差に注意
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健 康 が い ち2月 ば ん ！

♥の献血にご協力ください愛
　献血者が減少しがちな
冬期。新しく成人に仲間入
りした「はたち」の若者を
中心に、広く献血に関する
理解と協力を求めています。

「はたちの献血」キャンペーン「はたちの献血」キャンペーン
2月28日まで

ありがとう。献血…あなたの善意に感謝します

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

瑞穂・吾妻
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生）

 1日(火)
 9：30～10：30

吾妻保健センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

国 見
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生）

 3日(木)
 9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

小浜･南串山
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生）

 7日(月)
 9：30～10：30

小浜老人福祉センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生）

 9日(水)
 9：30～10：30

愛野保健福祉センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾妻
(午前）１歳未満（H22年3月～10月生） 3月2日

(水)
 9：30～10：30

瑞穂町公民館
(午後）Ｈ22年11月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H22年3月～10月生） 3月4日

(金)
 9：30～10：30

千々石保健センター
(午後）Ｈ22年11月生 13：30～13：45

１歳６カ月児
健康診査

小浜･南串山 Ｈ21年5月～7月生 10日(木) 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

国 見 Ｈ21年6月～7月生 18日(金) 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

瑞 穂・吾妻 Ｈ21年5月～7月生 22日(火) 13：00～13：15 吾妻保健センター

愛野・千々石 Ｈ21年5月～7月生 24日(木) 13：00～13：15 愛野保健福祉センター

２歳児親子
歯科健康診査

国 見 Ｈ20年5月～7月生 8日(火) 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

瑞 穂・吾妻 Ｈ20年5月～7月生 15日(火) 13：00～13：15 吾妻保健センター

愛野・千々石 Ｈ20年5月～7月生 17日(木) 13：00～13：15 愛野保健福祉センター

小浜･南串山 Ｈ20年5月～7月生 23日(水) 13：00～13：15 南串山保健福祉センター

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、1歳6カ月児健康診査、2歳児親子歯科健康診査の対象者には子ども支援課から通知します。

2月の実施予定
実施日 地区 時　　間 場　　所

2月3日(木) 小浜 13:00～16:00 小浜総合支所

2月7日(月) 瑞穂  9:00～11:30 瑞穂総合支所

☆場所・時間などが変更になる場合もあります。
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登録のご確認をお願いします

選挙管理委員会事務局

農業委員会委員選挙人名簿
　平成23年1月1日現在で、新しく
作成した農業委員会委員選挙人名簿
を縦覧できます。この名簿に載って
いない人は、農業委員会委員選挙で
投票することができません。選挙権
のある人は、登録の有無をご確認く
ださい。
　縦覧を希望する人は、事前に選挙
管理委員会へ連絡をお願いします。
日時　2月23日㈬～3月9日㈬
　　　午前8時30分～午後5時
場所　市選挙管理委員会事務局
　　　（市民窓口課内）
問　市選挙管理委員会事務局　　　
 （☎38-3111）

パパママひろばへ参加しませんか

子ども支援課

　妊婦（妊娠16週以降）とその家
族の皆さん、一緒に楽しく過ごしま
せんか。1人での参加も大歓迎です。
内容　
　妊娠中の食事・歯の手入れ、沐浴
実習、パパの妊婦体験、ティータ
イム、情報交換など
日時　2月19日㈯　午後1時～4時
　　　（受付は午後1時～1時15分）
場所　愛野保健福祉センター
持ってくるもの　母子健康手帳
問　子ども支援課　　（☎36-2500）

芸術の世界へお越しください

生涯学習課

第５回雲仙市美術展覧会
　市内で活躍する芸術家のすばらし
い作品を一斉展示します！初日は、
オープニングセレモニーを始め、さ
まざまな催しが行われます。
日時　2月17日㈭～20日㈰
　　　午前10時～午後6時
〈2月17日の催し〉
○午前9時20分～　ロビーコンサート
○午前10時～　オープニングセレモニー
○午前10時20分～
　実行委員による各部門作品の解説
会場　国見町文化会館「まほろば」
入場料　無料
展示内容　洋画・日本画・書・写
真・彫刻・工芸・デザイン
問　生涯学習課（☎37-3113）

宝くじ助成事業で整備されました

市民窓口課

　宝くじ助成事業は、財団法人自治
総合センターが宝くじを財源とし
て、コミュニティの健全な発展と宝
くじの普及広報を行うため、住民の

コミュニティ活動
を助成するもので
す。

問　市民窓口課（☎38-3111）

融資制度をご利用ください

下水道課

水洗便所等改造資金融資あっ旋制度
　雲仙地区、愛野地区、千々石地区
の一部（合併前の供用開始地区）と吾
妻地区の一部（平成17年8月1日供用
開始地区）は、水洗便所等改造資金
融資あっ旋制度が、平成23年4月以
降利用できなくなります。ただし、
現在下水道工事中の吾妻、瑞穂地区
では、供用開始後5年間は利用でき
ます。下水道未接続の家庭では、こ
の制度をご利用いただき、下水道へ
の早めの接続をお願いします。
対象工事　水洗トイレへの改造、下
水道への接続工事、浄化槽から下
水道への切替工事（新築は不可）
融資限度額　100万円
返済期間　　5年以内
融資対象期間
○平成18年3月31日以前の供用開始
地区…平成23年3月31日まで
○平成18年4月1日以降の供用開始
地区…供用開始公告日から5年間
利率　金融機関と協議（現在1.9％）
取扱金融機関　島原雲仙農業協同組
合、㈱十八銀行、㈱親和銀行、橘
湾東部漁業協同組合
利子助成　完済後に利息分を市が全
額助成
条件　市税などを滞納していない
人、連帯保証人１人（市内に居住
し、独立の生計を営む成年者で、
市税を完納している人）
問　下水道課（☎38-3111）

←吾妻町布江自治会
　（太鼓）

日時　3月5日(土)　午後2時開演（開場は午後1時30分）
場所　ハマユリックスホール（南串山町）
内容　●1部　ままちゃんファミリーによるわくわくどきどき　ふれあいコンサート
　　　●2部　ジブリソングを中心に、井上あずみさんと一緒にうたっちゃおう～
　　　※串山保育園、八幡保育園、洗心保育園、神代保育所の児童が共演します。
チケット　大人1,300円　高校生以下500円　小学生以下300円　（全指定）
　　　　　３歳以下無料（ただし、入場整理券が必要）
券売所  生涯学習課、ハマユリックスホール、吾妻町ふるさと会館、国見町文化会館 問  生涯学習課（☎37-3113）

「となりのトトロ」ほか、スタジオジブリソングでおなじみの、井上あずみさんによる楽しさいっぱいの
ファミリーコンサート。ほかにも親子で楽しめるプログラムが盛りだくさんです。

井上あずみ＆ままちゃんファミリー　ファミリーコンサート with　雲仙の子ども達

（申…申し込み、予…予約、問…問い合わせ）
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土砂の利用者を募集します

農林水産課

　施設建設の際に発生した土砂（転
石交じり土）の利用者を募集します。
所在　小浜町南木指字下真無2673-6
土量　約3,020 ㎥
料金　無料
公募期間　2月14 日㈪～28日㈪
　希望者は、期限までに申請書を提
出してください。ただし、積み込み、
搬出にかかる経費、交通誘導などは
自己負担とし、現状引渡しとします。
この土砂は、成分分析の結果、埋立
造成用には不向きです。了承の上、
申し込んでください。
問　・農林水産課　（☎38-3111）
　・小浜総合支所　産業建設課
 （☎74-2111）

半島地域の活性化をめざして

政策企画課

　国土交通省半島振興室主催の「半
島地域づくり会議in島原半島」が
開かれます。全国の半島地域の地域
づくり団体との交流や取組事例の発
表、パネルディスカッションなどを
行います。詳しくは、市・県窓口に
置かれたリーフレット・市ホーム
ページをご覧ください。
日時　2月12日(土) ～13日(日)
場所　島原半島（メイン会場：吾妻

町ふるさと会館）
問　政策企画課（☎38-3111）

後期高齢者医療  入院の前に…

　　　市民窓口課

　住民税非課税世帯に属する人は、
医療機関に入院した場合に「限度額
適用・標準負担額減額認定証」を医
療機関の窓口に提示すると、医療費
の自己負担（保険適用分）が限度額
までとなり、食事代も安くなります。
減額の例（区分Ⅱ世帯の場合）
○入院費の月負担額
　一般世帯44,400円 ⇒ 24,600円
○入院時食事負担額
　一般世帯1食260円 ⇒ 1食210円
対象者
　住民税非課税世帯に属している被
保険者（同一世帯の全員が住民税非
課税の場合）
認定証の交付を受けるには
　市民窓口課（各総合支所市民生活
課）の窓口で申請手続きを行ってく
ださい。後期高齢者医療制度に加入
する前の保険で認定証を受けていた
人も、改めて申請が必要です。
問　市民窓口課（☎38-3111）

ご存知ですか？福祉手当

福祉課

特別障害者手当とは、
　精神または身体に重度の障害があ
るために、日常生活において常時特
別の介護が必要な20歳以上の在宅
障がい者に支給される手当です。
支給制限（次のいずれかに該当する
ときは支給されません）
　①病院などに継続して3カ月を超
えて入院するとき

　②施設などに入所しているとき
　③所得制限を越えているとき
手当月額　26,440円
障害児福祉手当とは、
　20歳未満の在宅の重度障がい児
で、日常生活が著しく制限され、常
時介護を必要とする状態の人に支給
される手当です。
支給制限（次のいずれかに該当する
ときは支給されません）
　①障害基礎年金、障害厚生年金な
どの支給を受けているとき

　②施設などに入所しているとき
　③所得制限を越えているとき
●手当月額　14,380円
問　福祉課（☎36-2500）

人事異動のお知らせ
平成23年1月1日付
○総務部長〔情報統計課長事務取
扱〕畑中 隆久（総務部長）
○総務部人事課付参事監 和田 実
（総務部参事監兼情報統計課長）
※（　）内は前任。

2月の就職支援相談事業
　就職したい人を応援します！
日時　2月24日㈭
 午前10時30分～午後4時20分
場所　愛野町公民館
相談　1人約50分（電話予約制）
対象　雲仙市内在住または雲仙市
へＵＪＩターンを希望する人
予・問　商工労政課（☎38-3111）

　「少年スポーツの過熱」「勝利至上主義」などが叫ばれるなか、成長期のスポーツトレーニング方法、休養日の設定など
が注目されています。小中高校生およびその保護者、指導者を対象としたスポーツ障害予防の講習会です。ぜひ、親子、
指導者、一緒にご参加ください。

◆テーマ　スポーツ障害の予防 ～スポーツ選手として将来を見据えた育成～
◆講師　横瀬医院　院長　横瀬　昭幸　先生
　　　　（医学博士・（財）日本体育協会公認スポーツドクター）

◆日時・会場   2月  3日㈭　国見町文化会館
 2月10日㈭　吾妻町ふるさと会館
 2月17日㈭　ハマユリックスホール
 ※時間はいずれも午後7時30分～9時

問　スポーツ振興課　（☎37-3113）

市からのお知らせINFORMATION
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年
１
月
７
日
〜
）

③
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
‥
‥
７
８
３
円
（
平
成
23

年
１
月
５
日
〜
）

※
適
用
除
外
（
３
業
種
共
通
）

　

次
の
労
働
者
に
は
「
長
崎
県
最
低

賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
人

②
雇
入
れ
後
６
カ
月
未
満
で
、
技
能

習
得
中
の
人

③
清
掃
、
片
付
け
ま
た
は
雑
役
の
業

務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
人

問　

長
崎
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
３
３

井
戸
水
の
衛
生
管
理
は
大
切
に

○
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

井
戸
所
有
者
は
、
年
１
回
は
定
期

的
に
水
質
検
査
を
行
い
、
井
戸
水
の

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で

は
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
専
門
の
検
査
機
関
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

○
特
に
健
康
影
響
を
受
け
や
す
い
乳

児
に
は
、
水
質
基
準
適
合
の
確
認

を
し
て
い
な
い
井
戸
水
を
飲
ま
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
井
戸
の
周
り
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

　

井
戸
の
周
り
を
清
潔
に
保
ち
、
人

畜
が
入
ら
な
い
よ
う
に
柵
な
ど
で
囲

い
、汚
染
源
に
対
す
る
防
護
措
置（
ふ

た
な
ど
で
覆
う
）
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
水
道
の
給
水
区
域
内
に
あ
る
家
庭

は
、
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

○
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

保
健
所
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
問　

県
南
保
健
所　

衛
生
環
境
課　

　

☎
０
９
５
７
（
62
）
３
２
８
８

使
用
済
み
バ
イ
ク
の
処
理
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す

　

現
在
、「
公
益
財
団
法
人
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
」
で
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
た
バ
イ

ク
な
ど
、
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
払
い
込
み
が
な
さ
れ
た
バ
イ
ク
な

ど
に
つ
い
て
は
、
販
売
店
や
指
定
引

取
窓
口
で
処
理
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
は
、
参
加
事

業
者
が
国
内
で
販
売
し
た
バ
イ
ク
な

ど
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
払
い
込
み
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
二
輪
車
取
扱
へ
持
ち
込

み
依
頼
す
る
場
合
は
、
指
定
引
取
窓

口
ま
で
の
運
搬
料
金
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（http://www.jarc.or.jp/motorcycle/

）

問　
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
（
３
５
９
８
）
８
０
７
５

　

募　

集

雲
仙
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

職
員

職
種　

一
般
事
務
、
嘱
託
職
員
（
事

務
局
長
）、
臨
時
職
員
（
経
理
事

務
他
）、
契
約
職
員
（
業
務
）　　

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

採
用
予
定
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日

試
験
日
・
場
所

　

３
月
13
日
㈰　

愛
野
町
公
民
館

受
付
期
限

　

２
月
25
日
㈮　

※
消
印
有
効

※
各
職
種
の
詳
細
、申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

雲
仙
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
事
務
局
：
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
９
５
７
（
36
）
３
７
６
６

病
後
児
預
か
り
の
た
め
の
養
成
講
座

　

回
復
期
の
病
児
に
限
り
、
一
時
預

か
っ
て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
の
養

成
講
座
を
行
い
ま
す
。
子
育
て
を
頑

張
っ
て
い
る
保
護
者
の
就
労
と
の
両

立
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ

ん
か
。

　

子
ど
も
の
好
き
な
人
、
保
育
に
熱

意
を
持
ち
、
社
会
参
加
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程　

２
月
５
日
㈯
…
事
業
説
明
、
小
児
看

　
　
　
　
　
　

護
の
基
礎
知
識

２
月
20
日
㈰
…
身
体
の
発
達
と
病
気
、

　
　
　
　
　
　

心
の
発
達
と
そ
の
問

　
　
　
　
　
　

題 

３
月
５
日
㈯
…
保
育
の
心
、
子
ど
も 

　
　
　
　
　
　

の
世
話
・
遊
び

３
月
13
日
㈰
…
安
全
・
事
故
、
救
急

　
　
　
　
　
　

救
命
講
習

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー

問　
雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
５
７
（
36
）
２
５
０
０

～すわの池・原山ドルメンを歩こう！～
◆日　時 3月6日㈰　受付　午前9時30分～
◆コース 雲仙諏訪の池周辺　4㎞コース／8㎞コース
◆参加料 大人500円／中･高生200円／
 小学生以下無料
◆募集人数 各コース50人（先着順）　
◆申込方法 参加申込書を、申込先に郵送またはFAXで
送付してください。（参加申込書は、教育委員会スポーツ
振興課および生涯学習課各駐在に準備しています）
◆申込期限 2月18日㈮
 ※定員になり次第、締め切ります。
◆申し込み・問い合わせ先　
　雲仙市レクリエーション協会事務局
　〒859-1106　 雲仙市吾妻町大木場名170-1
　（雲仙市吾妻体育館内）
　TEL･FAX　0957-38-6367

情報
Information
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視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

【
点
字
訓
練
】（
参
加 

無
料
）

期
日　

２
月
８
日
㈫
、
16
日
㈬

場
所　

小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
3
時（
交
流
会
）

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
広
報
う
ん
ぜ
ん
の
Ｃ
Ｄ
音
訳
版
】

　
「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」
の
内
容
を
Ｃ

Ｄ
に
録
音
し
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課　

障
害
福
祉
班

　

☎
０
９
５
７
（
36
）
２
５
０
０

「
愛
の
ま
ち
ふ
れ
あ
い
農
園
」
入
園
者

　

こ
の
農
園
は
、
野
菜
や
花
の
栽
培

を
通
じ
て
、
土
や
緑
に
親
し
み
、
生

産
の
喜
び
を
味
わ
い
、
健
康
で
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
平
成
９
年
か
ら
開
設
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

場
所　

愛
野
町
乙
字
城
ノ
尾
原

　
（
国
道
57
号
線
沿
い
）

区
画
数　

６
区
画

面
積　

１
区
画
15
㎡（
３
ｍ
×
５
ｍ
）

入
園
料　

年
間
１
区
画 

１
３
８
５
円

対
象
者　

個
人
・
団
体

 

（
市
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

栽
培
可
能
作
物　

家
庭
用
野
菜
類
な

ど
で
あ
れ
ば
特
に
制
限
な
し

設
備
内
容　

水
道
、
簡
易
水
洗
ト
イ

レ
、
農
具
収
納
ハ
ウ
ス

申
・
問　

市
愛
野
総
合
支
所　

産
業

建
設
課

　

☎
０
９
５
７
（
36
）
２
１
１
１

新
卒
者
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

職
場
実
習
生

　

助
成
金
を
受
け
な
が
ら
、
６
カ
月

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
企
業
実
習
）

を
通
じ
、
中
小
企
業
で
働
く
上
で
必

要
な
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
就
職
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
19
年
９
月
以
降
に
高

校
や
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た（
す

る
）人
で
、就
職
先
が
未
内
定
の
人

実
習
期
間　

平
成
23
年
12
月
ま
で
の

う
ち
に
６
カ
月
間

助
成
金　

実
習
生
に
は
１
日
当
た
り

７
０
０
０
円
を
支
給
（
大
学
な
ど

の
在
学
者
を
除
く
）

問　

長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
９
５
（
８
２
６
）
３
２
０
１

　

も
よ
お
し

第
３
回　

雲
仙
市
公
民
館
大
会

　

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

自
治
会
、
自
治
公
民
館
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
各
公
民
館
の
実
践
事
例

発
表
と
講
演
会
を
と
お
し
て
研
修
し

ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
10
分
〜

場
所　

愛
野
町
公
民
館

※
申
し
込
み
、参
加
費
は
不
要
で
す
。

問　

雲
仙
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会 

事
務
局
（
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
）

　

☎
０
９
５
７
（
37
）
３
１
１
３

長
崎
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
時　

３
月
７
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

場
所　

長
崎
県
庁（
第
２
別
館
３
階
）

持
参
す
る
も
の　

　

①
当
該
銃
砲
刀
剣
類　

②
銃
砲
刀

剣
類
発
見
届
出
済
証
（
新
規
登
録
の

場
合
の
み
）
③
手
数
料
（
新
規
登
録

‥
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円　

登
録
証

再
交
付
‥
１
件
に
つ
き
３
５
０
０
円
）

※
登
録
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
人

は
、
事
前
に
県
教
育
庁
学
芸
文
化

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

県
教
育
庁
学
芸
文
化
課

　

☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
８
４

県
行
政
書
士
会
・
一
日
無
料
相
談
会

日
時　

２
月
22
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

雲
仙
市
内
行
政
書
士
事
務
所

相
談
内
容　

農
地
転
用
や
相
続
、
遺

言
手
続
き
、
権
利
義
務
、
事
実
証

明
、
会
社
・
法
人
設
立
な
ど

問　

県
行
政
書
士
会　

島
原
支
部
長

　

田
浦
省
吾
事
務
所

　

☎
０
９
５
７
（
64
）
４
０
７
５

　

ご
寄
付
の
お
礼

雲
仙
市
奨
学
資
金
貸
付
基
金
へ

松
尾　

元
英 

様（
小
浜
町
）

　

実
母　

富
士
代
様
ご
逝
去

に
伴
う
香
典
返
し
に
代
え
て
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
﨑　

悦
子 

様（
吾
妻
町
）

　

実
父　

市
川
留
義
様
ご
逝

去
に
伴
う
香
典
返
し
に
代
え
て

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

 

広
報
う
ん
ぜ
ん
１
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び

し
、
次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

●
Ｐ
29 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
（
誤
）５
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

↓（
正
）４
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
政
策
企
画
課　

広
報
班

第6回
雲仙市としょかんまつり
●２月２６日（土）
　おはなし会 10：30～12：00
　「ダンボ」上映会 14：00～15：00
●２月２７日（日）
　おりがみのへや 10：30～12：00
　切り紙工房 10：30～12：00
　バルーンであそぼう
 14：00～15：00

※ほかにも、雑誌・本のリサイクルや
　「しおり」のプレゼントも
　ありますので、
　ぜひご来場ください。

問　雲仙市図書館
　　☎0957（78）3977

す
み
れ
会

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
仲
間
の
集
い
）

　

定
期
的
に
、
情
報
交
換
や
リ

ハ
ビ
リ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
28
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

愛
野
町
公
民
館

対
象
者　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
疾
患

に
関
連
す
る
人
と
そ
の
家
族

問　

す
み
れ
会

　

☎
０
９
５
７（
77
）２
７
０
７
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１月の応募総数は、２０通でした。

皆さんからいただいたご意見を紹介します

　

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。と
て
も
、
た
め

に
な
り
ま
す
。も
っ
と
、
雲
仙
市
内

の
話
題
の
お
店
や
、
保
育
所
な
ど

の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も

見
て
み
た
い
で
す
。

（
あ
く
び　

29
歳
女
性
）

―
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。元
気
な
子
ど
も

た
ち
に
は
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま

す
よ
ね
。こ
れ
か
ら
は
、
な
る
べ
く

た
く
さ
ん
の
市
内
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
掲
載
で
き
る
よ
う
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆

　

先
月
、
千
葉
か
ら
雲
仙
市
の
妻

の
実
家
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。千
葉
と
い
っ
て
も
、
僕
た
ち
が

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
、
海
に
は

縁
が
な
く
、
カ
キ
を
食
べ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。（
１
月
号
の
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
欄
の
）
大
き
な
見
出

し
に
は
、（
当
選
者
が
）
４
人
と
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
下（
本
文
）に
は
、

５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。僕
は
、
カ

キ
が
欲
し
い
の
で
、
５
人
の
ほ
う

が
う
れ
し
い
の
で
す
が
…

（
Ｋ・
Ｓ　

29
歳
男
性
）

―
見
出
し
に
あ
り
ま
す
「
４
人
」
が

正
し
い
数
と
な
り
ま
す
。記
事
の

内
容
に
誤
り
が
あ
り
、
本
当
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

十
分
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。千
葉
か
ら
雲
仙
市
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
カ
キ
の
ほ
か
に
も
、
お
い
し
い

海
の
幸
、
山
の
幸
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
試
し

く
だ
さ
い
。

◆

　

私
の
成
人
式
が
、
無
事
に
終
わ

り
ま
し
た
。市
長
や
友
人
が
、
演
台

で
話
し
て
い
る
言
葉
を
聴
い
て
い

た
ら
、
大
人
に
な
る
責
任
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
熱
い
も
の
が
胸
に

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。本
当
に

良
い
成
人
式
で
し
た
。成
人
式
の

準
備
な
ど
で
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て

の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
で
す
。

（
管
理
官　

20
歳
男
性
）

―
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
司
会
や
開
式
宣
言
、
閉

式
宣
言
な
ど
も
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
が
行
い
、
自
分
た
ち
の
成
人
式

と
い
う
思
い
が
、
よ
り
強
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆

　

先
日
降
っ
た
大
雪
で
、
近
所
の

家
々
の
前
に
は
、大
小
い
ろ
い
ろ
な

雪
だ
る
ま
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
を
か
ぶ
っ
た
雪
だ
る
ま
、

め
が
ね
を
か
け
た
雪
だ
る
ま
、
目

が
お
花
の
雪
だ
る
ま
…
わ
が
家
の

雪
だ
る
ま
は
、
目
が
黒
い
洗
濯
バ
サ

ミ
で
し
た
。雪
の
中
で
、
近
所
の
友

だ
ち
と
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。今
年

は
、
白
銀
の
凛
と
し
た
始
ま
り
で
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

（
Ｋ・
Ｈ　

39
歳
女
性
）

―
昨
年
末
に
降
っ
た
大
雪
に
は
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。外

出
に
は
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
な
ぜ
か
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

り
ま
す
よ
ね
。も
ち
ろ
ん
、
わ
が
家

の
玄
関
前
に
も
、
と
ん
が
り
帽
子

（
植
木
鉢
）
を
か
ぶ
っ
た
雪
だ
る
ま

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

◆

　

昨
年
、12
月
31
日
に
、「
雲
仙
じ
ゃ

が
ブ
ラ
ン
」
が
届
き
ま
し
た
。ど
ー

し
て
も
食
べ
た
か
っ
た
の
で
、（
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
）当
た
っ
た
と
き
、
う
れ

し
く
て
、
子
ど
も
た
ち
に「
当
た
っ

た
、
当
た
っ
た
」と
、
何
度
も
言
っ

た
の
で
、あ
き
れ
ら
れ
ま
し
た
。

（
ピ
ン
ク
の
主
婦　

49
歳
女
性
）

―
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
に
あ
き
れ
ら
れ
る

ほ
ど
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ

ち
ら
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。待

望
の
「
雲
仙
じ
ゃ
が
ブ
ラ
ン
」
の
ご

感
想
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆

　

朝
、
畑
に
行
く
と
き
、
冬
は
な
か

な
か
夜
が
明
け
る
の
が
遅
い
の

で
、
イ
ノ
シ
シ
が
土
を
掘
る
音
が

聞
こ
え
ま
す
。そ
ん
な
と
き
は
、
ラ

イ
ト
を
照
ら
す
と
、効
果
的
で
す
。

（
Ｔ・
Ｋ　

47
歳
女
性
）

―
野
生
動
物
を
む
や
み
に
刺
激
す

る
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す
。近
づ

い
た
り
し
な
い
よ
う
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆

　
（
広
報
う
ん
ぜ
ん
）
１
月
号
の
２

ペ
ー
ジ
の
写
真
が
国
崎
半
島
で
し

た
。地
元
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
う
れ
し
い
で
す
。し
か
し
、
自

然
公
園
で
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
も
紹
介
し
て
あ
る
の
で
す

が
、大
変
行
き
に
く
い
よ
う
で
す
。

（
Ｋ・
Ｔ　

43
歳
男
性
）

―
国
崎
半
島
の
よ
う
な
、
市
内
の

す
ば
ら
し
い
景
観
を
、
今
後
も
紙

面
で
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
ス
イ
ー
ツ
マ

ダ
ム
を
拝
見
。紙
面
で
も
取
り
上

げ
て
も
ら
え
た
ら
、
楽
し
い
だ
ろ

う
ナ
…
と
思
い
ま
す
。

（
ゆ
っ
て
ぃ　

63
歳
女
性
）

―
じ
ゃ
が
い
も
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介

す
る
ス
イ
ー
ツ
マ
ダ
ム
の
皆
さ
ん
。

紙
面
へ
の
登
場
も
近
い
…
か
も
？

毎月、いただいた広報うんぜんへのご意見などの中から、広報班にて抽出
し、掲載します。プレゼントの当選とは関係ありません。
また、文章は添削する場合があります。

● 広報うんぜん
平成23年2月40



■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント

かまぼこ詰め合わせを４人に
プレゼント！
　雲仙かまぼこロードの中でも、数々のアイデアかまぼこを
販売している本多蒲鉾店。「ゆず香」は、地元で作られた “ゆず
こしょう ”入りのかまぼこ。手造りの「とうふ蒲鉾」は、今も昔
ながらの製法で作られています。「GREEN TEA CHEESE」
は、雲仙茶とチーズを使った新商品。すでにおなじみの「たこ
野郎」は、中に入ったタコのプリっとした食感が◎。真っ赤な
「竜眼MINI」には、うずらの卵が丸ごと入っています。
　この５種類のかまぼこが入った詰め合わせを、ハガキをい
ただいた人の中から抽選で、４人にプレゼントします。

　ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜ
んへのご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身
近に起こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください
（１人１通まで）。応募締切は、２月１８日（金）当日消印有効
です。なお、当選の発表は、商品の発送をもって代えさせて
いただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名７１４番地
　政策企画課　広報班
　「読者プレゼント」係

■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　本多蒲鉾店
　〒８５９-１３２２
　雲仙市国見町多比良乙１５８
　☎０９５７-７８-３１１２

皆さんからのお便りをお待ちしています

※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のた
めに商品取り扱い事業者に提供しますので、あら
かじめご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の
対象となりませんので、ご注意ください。

韓国求礼郡から、アンニョンハセヨ
姉妹都市 ク　レ　グン

『
愛
の
キ
ム
チ
漬
け
』づ
く
り

11
月
29
日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
、
求
礼
郡
環
境

保
全
型
農
業
試
験
場
で
、
大
々
的
な
キ
ム
チ
作
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、『
愛
の
キ
ム
チ
漬
け
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

求
礼
郡
の
女
性
団
体
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
り
行
わ
れ
、
５
日
間
の

う
ち
に
使
わ
れ
た
白
菜
は
、約
６
８
０
０
個
、大
根

は
、
２
９
０
０
本
に
な
り
ま
す
。女
性
団
体
な
ど
の

人
た
ち
の
手
に
よ
り
、
白
菜
や
大
根
は
、『
愛
の
キ

ム
チ
』に
生
ま
れ
変
わ
り
、
困
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
各
団
体
が

共
同
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
間
の
自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
作

ら
れ
、連
帯
意
識
が
高
ま
り
、地
域
社
会
奉
仕
の
意

識
を
鼓
舞
す
る
の
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

41● 広報うんぜん
平成23年2月
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子育て支援センターイベント情報《2月分》

子育てサロン「ひだまり」（２月の開催予定）

STOP!!STOP!!STOP!!
市税の未納市税の未納市税の未納

平成23年4月から、制限を拡大します！
　各種行政サービスを行う上で、市税（国民健康保険税を含む）は、貴重な財源になっています。多くの市民の
皆さんのご理解とご協力により、これまでは高い市税納付率でしたが、近年、滞納が徐々に増加し、市税の収入促
進が急務となっています。
　納税に対する市民の皆さんの理解を得るためには、特別な理由もなく税金を納めない一方で、補助金などが交
付されるという不公平な現状を解消することが必要です。このため、すでに交付が制限されている補助金などに加え、
平成23年4月から制限を拡大します。

（すでに交付制限されているもの）
・太陽光発電システム導入費補助金
・緊急雇用拡大奨励金　など
（平成23年度から交付制限されるもの）
・「食のくにづくり」支援事業補助金
・わがまち再生事業補助金
・スポーツ国際交流団体派遣事業補助金
・浄化槽設置整備事業費補助金　など

【準要保護就学援助事業】
小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由でお困りの保護者の皆さんに、学用品費、学校給食費などの
費用の一部の援助を行います。4月分からの援助を希望する人は、期間内に申請をお願いします。

◆援助費の内容
①学用品費など
　学用品費、通学用品費、通学費、校外活動費、
　修学旅行費、体育実技用具費（柔道・剣道）
②医療費
　学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、
　結膜炎、白せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、
　慢性副鼻腔炎、アデノイド、う歯、寄生虫病）
　の治療に要する費用
③学校給食費

◆提出書類
「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する
書類の写しなどが必要です。申請書は、教育委
員会学校教育課や生涯学習課各駐在に備え付け
てあります。
◆提出期間
2月1日（火）～3月15日（火）
※小学新１年生、転入生は、4月15日(金)まで
※前年度に引き続き援助を希望する場合も、申
請が必要です。

・土地改良事業補助金　・市民運動会運営費補助金
・林道工事償還金補助
・鍼灸補助、障害者交通費助成
・小中学生大会出場補助
・消防分団運営費補助
・家畜衛生防疫事業補助
・赤潮対策事業補助
・自治会長連合会補助　など

平成2
3年度

平成2
3年度

問 雲仙市税等収入促進対策協議会（事務局：収納推進課）☎38-3111

問 学校教育課（☎37-3113）

問 雲仙市税等収入促進対策協議会（事務局：収納推進課）☎38 3111

市税滞納者への補助金等交付制限市税滞納者への補助金等交付制限

交付が制限される補助金などの例 交付が制限されない補助金などの例

● 広報うんぜん
平成23年2月42
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子どもに関する
電話相談のお知らせ

雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」

0120-967947

0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません

（フリーダイヤル）

（フリーダイヤル）

今月の税

■人　口：48,884人（前月比　－17人）
　　　　　　 男性：23,206人／女性：25,678人
■世帯数：16,718世帯（前月比　－2世帯）

ひとのうごき（平成22年12月末現在　住民基本台帳）

■月：
■水：
■金：
■土・日：

パーキンソン病
乳児の突然死
骨粗鬆症の方の歯科治療
　　妊娠と薬

■火：
■木：

破傷風
自分の声が耳に響く

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

　電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時まで、同じ内容のテープが流れます。

　診療時間　午前９時～午後５時

休日在宅当番医

子育てサポートセンターからのお知らせ

日 医　療　機　関 電話番号 所在地

2月  6日

2月11日

2月13日

2月20日

2月27日

3月  6日

松尾胃腸科外科医院
ひらゆ医院
梅津医院
副島内科クリニック
本田医院
くさの循環器内科
佐藤医院
松島外科
太田整形外科
木戸眼科
松本内科医院
公立新小浜病院

78-1000
74-5833
78-5156
74-3700
78-2768
37-6050
78-5555
74-4388
78-5413
74-3222
65-3333
74-2211

国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
千々石町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町

【歯科】診療時間　午前９時～正午
日 歯 科 医 院 名 電話番号 所在地

2月  6日

2月11日

2月13日

2月20日

2月27日

3月  6日

高橋歯科医院
松井歯科医院
入江歯科医院
清水歯科医院
川島歯科医院
まつおデンタルクリニック
菅歯科医院
喜多歯科医院
本多歯科医院
吉田歯科医院
草野歯科医院
まき歯科

82-8852
68-0011
82-1717
63-4848
84-2061
65-0233
85-2045
62-4745
85-3550
62-5026
85-3110
64-5077

西有家町
有 明 町
西有家町
島 原 市
北有馬町
島 原 市
南有馬町
島 原 市
南有馬町
島 原 市
南有馬町
島 原 市

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

◎ｉｎ愛 野…１０日（木）愛野保健福祉センター２階
◎ｉｎ瑞 穂…１４日（月）瑞穂町公民館２階
◎ｉｎ小 浜…２１日（月）小浜老人福祉センター３階
※10:00～15:00　都合のよい時間にどうぞ！

子育て支援センターイベント情報《2月分》子育て支援センターイベント情報《2月分》
☆すぎのこ保育園子育て支援センター（☎36-1772）
　◎毎週月・水・金曜日 10:00～15:00 【月会費：３００円】
　　  ３日（木）：豆まき
　　１８日（金）：副食提供日 【要予約１４日まで １００円】
　　２５日（金）：出張子育て教室
　　　　　　　　　 【愛野福祉センター２階 10:30～11:30】

☆なかよしチャット（なかよし保育園 ☎37-3017）
　◎絵本の時間：毎週月曜日　※水曜日はお弁当持参可です
　◎遊びの時間：毎週木曜日　１０：００～１５：００

☆すくすくルーム（小浜保育園 ☎76-0117）
　◎毎週火・金曜日：親子教室　１０：００～１１：３０
　　22日（火）：観劇「3びきのこぶた」「赤ずきん」を見に、
　　　　　　 諫早文化会館に行きます。【要申し込み 有料】

☆串山保育園子育て支援スペース（☎88-2685）
　１８日（金）：おひなさま  

※お気軽に足を運んでみてください。
　詳細は各園または雲仙市 ＨＰでご確認ください。

問  子育てサポートセンター（☎36-2500）

■固定資産税（４期）　国民健康保険税（８期）
　２月２８日（月）が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

子育てサロン「ひだまり」（２月の開催予定）子育てサロン「ひだまり」（２月の開催予定）
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身近に感じて
男女共同参画
身近に感じて
男女共同参画

◆問い合わせ◆問い合わせ
男女共同参画センター（☎３８－３１１１）

嗚呼　男の人生、女の人生

そんな２人が、めでたく結婚、そして出産

作：雲仙市男女共同参画センター

「
女
だ
か
ら
っ
て
、決
め
つ
け

ら
れ
た
人
生
は
お
か
し
か
！

弟
に
は
、な
ん
で
も
好
き
な

ご
と
さ
せ
と
る
と
に
！
」っ
て
、

私
は
、ず
ー
っ
と
、思
っ
て
き

た
よ

僕
も
、「
男
だ
か
ら
っ
て
、長

男
だ
か
ら
っ
て
、な
ん
で
人
生

を
決
め
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
…
僕

の
人
生
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

っ
て
思
っ
て
い
た
な

こ
の
子
に
は
、

そ
ん
な
思
い
は
さ
せ
ん
よ
う
に
、

守
っ
て
い
き
た
か
ね

女
は
そ
げ
ん
勉
強
せ
ん
で
よ
か
！

遠
く
に
出
ら
ん
で
よ
か
！

地
元
の
学
校
ば
出
て
、

結
婚
す
れ
ば
よ
か
っ
た
い

保
育
士
？
男
と
に
…

そ
い
に
、お
前
は
長
男
で
、

こ
の
家
の
跡
取
り
ぞ

よ
く
頑
張
っ
た
ね

か
わ
い
い
女
の
子
だ
よ

男
の
く
せ
に
、

め
そ
め
そ
す
ん
な
！

妹
に
泣
か
さ
る
ん
な

女
子（
お
な
ご
）か
あ
！

次
は
、跡
取
り
に
な
る

男
の
子
を
頼
む
ぞ

凛
々
し
い

男
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
よ

で
か
し
た
ね
え
！

跡
取
り
の
で
き
た
け
ん
、

う
ち
は
安
泰
ば
い

晩
ご
飯
ぞ

姉
ち
ゃ
ん
は
、

女
の
子
や
っ
け
ん
、

手
伝
い
ば
せ
ろ
！

弟
は
男
や
け
ん
、

せ
ん
で
よ
か
ぞ

僕
、保
育
士
に

な
り
た
か
と
け
ど
…

私、
東京の大学に
進学したか！

次
代
へ
と
つ
な
ぐ
、信
頼
の
絆

▼
新
年
が
明
け
て
、時
は
驚
く
よ

う
な
速
度
で
駆
け
抜
け
て
い
く
。

例
年
に
な
い
寒
波
で
、雲
仙
へ
上

る
国
道
３
８
９
号
線
の
道
路
脇
に

は
、塊
を
帯
び
た
氷
の
ご
と
き
雪

が
溜
ま
り
、薄
暗
い
空
か
ら
は
、

足
の
長
い
、弱
々
し
い
陽
が
差
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、ニ
ュ
ー
ス
で
は
、今
年
の
桜
の

開
花
は
早
い
と
告
げ
、春
の
訪
れ
の
予
想
を

し
て
い
た
▼
円
高
と
デ
フ
レ
。不
況
と
言
わ

れ
て
久
し
い
が
、停
車
場
に
た
た
ず
む
高
校

生
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
。彼
ら
が
生
ま

れ
て
か
ら
、日
本
は
成
長
の
速
度
が
弱
ま

り
、今
年
の
新
規
卒
業
生
の
就
職
率
が
、か

な
り
低
い
数
字
で
表
さ
れ
て
い
る
▼
そ
れ

で
も
彼
ら
は
、未
来
に
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、

快
活
で
元
気
な
声
を
あ
げ
な
が
ら
、一
生
懸

命
に
現
代
を
生
き
て
い
る
▼
雲
仙
岳
に
向

か
っ
て
、天
空
へ
と
昇
る
棚
田
に
、稲
苗
を

植
え
る
た
め
に
水
が
張
ら
れ
、苗
代
が
か
か

れ
、田
植
え
が
始
ま
り
、夏
を
過
ご
し
て
、刈

り
取
り
を
終
え
る
四
季
の
中
で
、ふ
る
さ
と

の
先
人
た
ち
が
営
々
と
続
け
て
き
た
日
常

の
仕
事
を
、ま
た
今
年
も
続
け
る
人
た
ち
が

い
る
。そ
う
し
て
守
り
育
て
ら
れ
た
、ふ
る

さ
と
▼
千
々
石
町
名
誉
町
民
で
あ
り
、千
々

石
町
長
を
28
年
間
勤
め
ら
れ
た
、床
井
一
郎

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。葬
儀
の
日
も
白
い
雪

が
降
り
、雪
道
の
中
を
島
原
半
島
駅
伝
大
会

は
開
催
さ
れ
、力
強
い
選
手
た
ち
が
出
発
し

て
い
っ
た
▼
生
命
は
、常
に
次
の
世
代
へ
と

渡
さ
れ
る
。信
頼
の
絆
で
つ
な
が
れ
て
い
く
。

奥
村　

愼
太
郎

市長コラム
ちょっと一息…

　

今
回
の
マ
ン
ガ
は
、ち
ょ
っ

と
だ
け
昔
を
思
い
出
し
、語
り

合
う
夫
婦
の
話
で
す
。

　

お
母
さ
ん
が
命
を
か
け
て

産
ん
だ
女
の
子
。そ
ん
な
親
子

に
対
し
て
、「
次
は
跡
取
り
の

男
の
子
」を
要
求
さ
れ
、ま
た
、

性
別
に
よ
り
、決
め
ら
れ
た
生

き
方
を
押
し
つ
ら
れ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。家
事
の

手
伝
い
を
す
る
の
は
女
の
子

の
役
目
で
、男
の
子
は
手
伝
わ

な
く
て
い
い
、と
し
つ
け
る
家

庭
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、本
人
の
意
志
や

特
性
を
無
視
し
た
押
し
つ
け

も
あ
り
、そ
の
理
不
尽
さ
に
対

す
る
不
満
が
未
だ
に
残
っ
て

い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。『
今
は
、も
う
、

そ
ん
な
考
え
方
を
す
る
人
は

い
な
い
』そ
う
思
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
、相
手

を
一
人
の
人
間
と
し
て
認
め

て
い
な
い
考
え
が
残
っ
て
い

る
発
言
を
、時
折
、耳
に
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、社
会

的
に
作
ら
れ
た
男
女
像
の
中

に
あ
る
偏
見
や
性
差
別
に
よ

り
誰
も
苦
し
む
こ
と
が
な
い

よ
う
、私
た
ち
大
人
が
子
ど
も

達
の
明
る
い
自
由
な
未
来
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
物
差
し
で
、他
人
の

人
生
の
幸
せ
度
は
測
れ
ま
せ

ん
。多
様
な
価
値
観
を
認
め
合

い
、尊
重
し
合
う
関
係
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。　
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